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発刊にあたって

常滑市民俗資料館が、開館 してすでに20年 の歳月が過 ぎました。この

間の常滑市の変化は、後世の歴史家 によって特筆 されるのではないだろ

うか と思います。常滑市域が、 日本の窯業史に果た した役割は、決 して

小 さなものではあ りません。そ して、そのことを証明する作業は、まだ

まだ充分 とは言えない段階にあ ります。

中世の古窯調査 は、すでに半世紀近い蓄積があ り、その研究か ら様 々

なことが らが明 らかになってきています。全体の大枠 に付いては、その

研究によつてすでに解明され、より具体的な問題が研究の課題 となって

きていると考えます。

常滑市域では、窯業関連の文化遺産を除 くと、古 くまでさかのぼるこ

とので きる資料 は、ご く限られたものにな ります。その中で神社棟札 に

記 された情報は、断片的なが ら村落の成 り立ちをうかがい知ることので

きるものです。多賀神社の棟札調査 によって、この神社は藤原三所権現

として成立 し、その後、富士浅間神社、多賀神社、山神社が合祀 され、

やがて多賀神社のみが前面 に現れてきたとい う経緯 を知ることがで きま

した。そ して、その由来には、常滑市南部にかつて広がつていた択豆志

荘 という荘園 とも関わる要素が うかがえます。なお、今後の研究がまた

れるところです。

近代の芸術分野は、当館の対象 とする領域か らは、多少ずれるもので

はあ りますが、彫刻 に関 しては、輸出用陶器の生産や縁起物の生産にお

いて重要な役割 を果た してきました。そ して、それは常滑窯業史の近代

化の一面を物語 るものです。その変革期の様子や人物像が、描写 された

寺内信一氏の記録は、これか らもなお吟味 されるべ き資料であろうと思

われます。

激 しく移 り変わる時代 においては、後世に残 し伝 えてい くべ き資料 を

可能な限 り保存することが求められます。そ して、その資料か ら導かれ、

あらたな姿で立ち現れるこの地域の豊な歴史像 を少 しで も多 くの市民の

かたがたと共有 してい きたい と切 に願 うところであ ります。

常滑市教育委員会

教育長 佐藤利光
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大曽古窯跡群の研究

常滑市民俗資料館

中 野 晴 久
はじめに

大曽古窯跡群は、平成11年 に発掘調査が実施され、平成13年の3月 に報告書

が干J行 された中世古窯群である。すでに報告書において、この遺跡の歴史的な

位置付けを行っており、新たに論 じるには、それなりの新たな分析が加えられ、

それに伴ってあらたな成果が示されるべきであろう。しかし、本稿は残念なが

ら、そうした研究成果を提示する以前の段階に留まっている。

報告書の作成にあたっては、遺漏のないようにつとめてはいたが、最終段階

で様々な作業をまとめる過程で、特殊な出土品として選別 してあったコンテナ

を別の場所に置いたことを忘れたまま報告書を仕上げてしまった。そ して、刊

行後に資料を片付ける段になって、その特殊資料のコンテナが現れたのであっ

た。

したがって、本稿は報告書に記載漏れとなった資料の追加報告を主たる目的

にし、それらが特殊資料 として区別されるに至った背景を論 じることで、失態

の弁明としたいのである。

1 土師器鍋 (1-1)

器形を復元するには至らない破片資料であるが、口縁部を含む資料で、その

編年的位置を求めることができる資料である。器表は黄白色を基調 とするが、

内面に暗灰色の部分があり、器胎内にも灰黒色を呈する部分が認められる。外

面に暗灰色は及んでおらず、外面には使用時の被熱による変色と思われるこげ

茶色の部分がある。

口縁部から肩部にいたる部位の資料で、肩部はかすかに彎曲しながら内傾 し、

口頚部はラッパ状に外反 して造られる。口縁部の先端を内側に折 り返 して玉縁

状に肥厚させる特徴を持つ。器表外面は凹凸が顕著で、器表にはナデの痕跡が

部分的には認められるが、規則的な調整は施されていないようである。 これに

対 して口縁部内外は横ナデ調整が丁寧に施されてお り、肩部内面にはハケメ状
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の調整痕を綴察することができる。

肩部の外面の凹凸が認められるのに対 して、その内面はきわめて平滑に仕上

げられてお り、その器壁は薄いところで0。3cmほ どで しかないことから見ると、

内面をハケで削るように仕上げる過程で、そのハケの当る反対側 (外面)を押

えたために凹凸が生 じたものかとも推測される。

胎土には砂粒が多 く含まれ、その砂粒は角張った形状をなす。微小な雲母 も

含まれているが肉眼では、ほとんど気付かないほどに小さい。

器形、器壁の厚み、調整技法、そして焼成の状態や胎土が示す特徴など、そ

のいずれをとっても、この製品はこの遺跡で生産されたものではない。そ して、

器表に使用痕跡があるところからも明らかなように、この場で使用されたもの

と理解される。この器形の土師器は、これまでの古窯跡調査でも、しばしば検

出されているものである。

工人が窯の焼成にどれだけの日数を要 したのかについては、具体的な推計が

きわめて難 しい。それは、温度の管理をどのように行 うかという問題にも繋が

り、今 日のように温度計を設置できない状態では、慎重にあぶ り焚きを行 った

可能性が高いし、温度上昇のカーブを緩 くした可能性が高いであろう。久 りが

短 く、温度上昇が急なカーブを描けば、それだけ失敗する確率が高 くなるので

ある。また最高温に達 してから、どれだけの時間その温度を継続 したのか とい

う問題 も残されている。こうした問題は、実験考古学によっても、簡単には解

消 しない。しかし、実験考古学の知見からすれば 1週間ほどで焼成に充分な温

度は得 られることが半1明 している。

そして、この期間は昼夜の別なく燃料を投入する必要があり、焼成期間中に

食事のための炊事が行われたことは容易に推測できる。この資料は、 1号窯の

前庭部末端から灰原部において検出されてお り、使用後に廃棄された可能性が

うかがえるものである。

従来、この種の上師質鍋については、伊勢南部からもたらされたものである

とする理解を行つてきている。南伊勢における研究によっても、この種の土鍋

は大量に検出されており、一定の地域性を発揮 していることから南伊勢型土師

質鍋 という呼称 も与えられている。

ただし、この資料は伊勢南部における特徴が発現する前段階のものであ り、
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その意味で南伊勢 と特定することには、多少問題を含んではいる。 しか し、南

伊勢の特徴が顕者になる13世紀段階の鍋 も、古窯跡の調査でしばしば検出され

ることを考慮すると、この段階で伊勢南部地方との深い結びつきがあったと想

定 した方が自然ではないかと考えたい。

そして、この上師質鍋が中世窯に伴って高い確率で検出される背景には、半

島と伊勢南部との頻繁な交通が存在 したという事が考えられる。すでに、中世

窯において土師質の鍋釜類を生産 しているにもかかわらず、あえて別の産地か

ら同種の機能をもつ器を運び込み、それを使用するという現象は、自らの生産

品よりも外部の製品を日常的に用いていたということを物語るのではなかろう

か。

伊勢地方は、山茶碗を食器として日常的に用いる文化圏の内にある。そして、

伊勢において山茶碗生産は、行われていないことから当然山茶碗は外部から供

給されることになる。その山茶碗は知多と渥美の中世窯で焼かれた製品が中心

に用いられ、14世紀になると知多・渥美の山茶碗生産は終焉を迎え瀬戸と東濃

の山茶碗が、それに代わるという大きな流れが確認される。

知多と渥美が混在する伊勢南部地方は、当然海上交通を介して生産地と消費

地が結びついていると考えるべきである。その証左となるのは、渥美の山茶碗

の分布が尾張から北部伊勢にかけて、ほとんど認められないという現実がある。

知多の山茶碗に関しては、その分布から海上交通のみを主張することは考え難

いが、山茶碗の分布が伊勢にとどまらず、熊野灘沿岸部から紀伊半島南部に至

るまで点々と確認されつつある現状を考えると、海上交通を否定することは不

可能に近いと思われる。

山茶碗は、1回 の焼成で数千という数が生産できるもので、その成形や仕上

げ、装飾といった手間が省略された製品である。したがって、個々の商品価値

は低いものとみなすことができる。その山茶碗が伊勢に濃密に分布していると

いうことは、頻繁な交通が行われており、その流通にかかるコストは、きわめ

て低かったということになるであろう。これと表裏をなすのが、土師質鍋の存

在である。非常にうすく作られた鍋は、その耐用年数の短いものと考えられる。

窯跡でしばしば検出されるのも、その鍋の破損率が高くて窯焚き作業期間の炊

事で、しばしば使用不能になったために現れた現象と理解すべきであろう。つ
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まり、そうした低コス トで消耗品的な産物が流通する背景に頻繁な交通があつ

たと想定できるのである。

この土師質鍋の出土個條は、その破片資料の数や、細部の形態、色調、胎土

の一致などから見て1個体分になると推定できる。

2 羽釜 (1-2～ 5)

丸底で口縁部下に水平に突出する鍔を付けた煮炊具を羽釜 と呼んでいる。こ

れまでの調査においても、しばしば検出されてきた器種であるが、その出土例

を見ると圧倒的に12世紀後半に操業 した窯に多い。本窯の事例 も、やはりこの

時期に属するもので、その出土位置か らは1号窯の製品であつたと考え られ

る。

数個体分の破片が出土 してお り、一例は硬 く焼 き締まっており茶褐色をして

いるが、その他はいずれも焼成温度が低 く、灰白色から黄褐色 といつた色調を

呈 している。いわゆる生焼け状態である。これまでの出土事例を見ても、羽釜

の焼成状態は多 くが生焼け状を呈 してお り、壷や甕に認められるような自然釉

の厚 くかかった個省は皆無に近いというべ きである。

羽釜 と同様の機能を果たす鍋 も、個條数は少ないながら過去の調査では検出

されている。大曽古窯跡では鍋の出土はなかったが、時期的に近い事例 として

は松測古窯址群での出土が知られている。この鍋においても、焼成状態は硬質

ではなく、比較的低温で焼成されたものが多 く出土 しているのである。

胎土は砂粒を多 く含んだ上が用いられてお り、これは生焼けの灰白色系の資

料では、さほど顕著に認められないが、やや褐色を帝びた資料では、砂粒が自

色の粒子 として明瞭に識別できるため、日立った特徴 となっている。

煮炊具は火にかけて使用するものであ り、底部を中心に高温が繰 り返 し加え

られる。つまり局部的に加熱され膨張することから、その部分的な膨張を器が

吸収するためには、構造が柔軟になっていることが必要になるのである。全体

に焼成温度が低いという傾向は、そのための対策がとられた結果と推測できる。

また、胎土に認められる特徴 も緻密な粘土粒子のみで作つた場合、局部の加熱

膨張による個体の歪みを吸収できなくなるという不具合を解消するための選択
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といえよう。近世以降においてすら焙烙のような加熱具は土器質の素材で作ら

れていた。

窯跡出土の事例から認められる羽釜や鍋の特徴は、生産地における第1次選

別の段階で破棄されたものの特徴である。この段階で認められる特徴から推測

できるのは、これらの器種が、窯の内部でも温度の高 くならない部分に置かれ

ていた可能性が高いということであろう。そして、焼成温度が低すぎて製品に

ならないと判断された結果、灰原部に廃棄されたということである。ときどき

認められる薄 く自然釉が付着 した製品などは、焼成中に亀裂が生じたために廃

棄されたものと考えられる。

検出された羽釜の細部の違いから分けると、少なくとも4個体分は明かにあ

る。そして、その内で口径の復元できたのは2例であるが、その口径は34.0・

25,4cmに なり、鍔の径は43.0。 36。 8cm、 口縁部高4.3・ 6.7cmに なる。器高はど

ちらも25 cmほ どになると推定される。後者(1-2)の復元数値は、かなり無理を

して出してお り、口縁部高以外は信頼度の低いデータである。

知多の中世窯で生産された煮炊具が、消費地遺跡からまとまって出土 してい

るのは、尾張平野部の遺跡であり、愛知県西春日井郡清須町の土田遺跡などが

好例 となる。これまでに筆者が見た消費地遺跡出土の羽釜は、さほど多 くの個

体ではないが、灰白色 よりは褐色系の色調のものが多 く、焼 き締まりの程度は

低いものであるという印象が強い。

羽釜の焼成は、東海地方の古代・中世窯において広 く認められる現象である。

近年、瀬戸地域の後期灰釉陶器窯における羽釜焼成事例が複数認められ、猿投

(東山)窯においても少数ながら12世紀前半の事例が確認 されている。ただし、

これらの事例はいまだ例外的なものであり、12世紀後半に属する知多半島の中

世窯での生産は、それらに比べて非常に多 くの窯で行われているのである。そ

して、13世紀ころになると、その生産例は急速に減少 している。そして、この

現象は消費地遺跡においても認められ、知多の中世窯の製品は13世紀末から14

世紀にかけて姿を消 し、土師質鍋釜に転換 しているのである。

生産者の側から見ると、窯という焼成施設の特性を工人が熟知していて、ど

うしても高温が得 られない場所には、煮炊具を窯詰 したということが考えられ

る。そして、その傾向は、灰釉陶器生産の後半 (10世紀後期～H世紀初頭)に
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は、すでに現れていたとみることができる。もっとも、その後にこの煮炊具生

産が継続 して、やがて知多で盛んになるかというと、その継続性については、

いまだ明確にはなっていない。12世紀後半に知多でその事夕Jが急に増加する現

象は、甕などの大型陶器生産のあり方と類似 している。

また、自ら煮炊具を生産できるにも関わらず、先に見た土師質鍋のように他

産地の鍋を工人達が用いていた可能性が高いということである。これまでのと

ころ知多の中世窯で生産された羽釜は、尾張平野部に集中的に供給されてお り、

遠隔地まで運ばれた事例はない。 したがって、この製品については、近隣の需

要に合わせて生産された可能性が高いものの、その使用法については、土師器

鍋 との比較などでなお検討が求められるものとなろう。

なお、13世紀に入ると、その生産が減少することの背景 としては、窯の床面

傾斜が13世紀中ごろから急速に緩やかになり、窯の奥部まで甕が窯詰されると

いうことが行われるようになった点を指摘 しておきたい。知多郡阿久比町の小

白根古窯址群A地点1号窯の事例は、これまでに見られない特異なものであるが、

煙道部ぎりぎりまで甕を窯詰 したことを証明している。こうしたことが可能に

なったのは、窯の床面傾斜が緩 くなったことを第1の 要因とすると考えられる

が、その変化を生み出すには効率的な焼成技術あるいは燃料の変化に伴い奥部

まで均質に温度が上がるといった要因があったのではないかと推測する。

13世紀に入ると南伊勢型土師質鍋の生産は本格化する。そして、尾張平野部

においてもその出土事例は増加 している。ただし、羽釜形の土師器が一般化す

るのは、この地方ではより新 しく14世紀以後のことのようである。

中世窯で焼かれる羽釜や鍋は、いずれも肉厚に出来てお り、仮設的な炉では

なく作 りつけられた電での使用に向けて作られたものとも考えられる。それに

対 し、南伊勢系の鍋や羽釜はきわめて薄 く作 られてお り、簡易な施設において

も容易に使用できそうである。そうなると、もう一つの鉄製鋼や釜 との関係が

問題 となろう。中世窯で生産される鍋が南伊勢系の鍋 とは異質な形態をとり、

鉄製鍋の模倣を想起させるものであることも、その関連を重視するべき要素と

考える。
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3 陶錘 (1-6)

黄白色を呈 し、軟質の焼成状態である。形状は管形で両端は平坦に仕上げら

れている。外面には、ヘラナデによって整形 した痕跡が認められ、孔内面には

成形痕と思われる痕跡がかすかに残る。棒に粘土紐を巻き付けて成形したもの

と推測されるが、整形 も施されてお り明確ではない。

長さH.8cm、 最大径4.lcm(推定4.5cm)、 紐通孔の径2.lcmと いう大きさで、

現重量は1208で ある。全保のほぼ半分ほどしか残存 していないため、本来はそ

の倍の重量があったと推定できる。陶錘 としては、きゎめて大型の部類に属 し

ている。やはり出土位置から推 して1号窯の製品と考えられる。これまでの陶

錘出土例としては、もっとも古い時期の所産とすることができる。本例より多

少古 くさかのぼる可能性のある資料 としては、知多郡東浦町の人巻古窯址群の

報告例がある。この例 も陶錘 としては大型の部類に属 している。

陶錘の生産は、中世以前の窯ではほとんど例がないと思われるが、12世紀に

入るとしばしば窯跡から検出されるようになる。鎗場御林B-3号窯の窯内で検

出された状態は、藁紐に20個の陶錘が通され、焼成室中ほどの壁際床面に置か

れていた。その位置からは焔のまわりのさほど良くない場所に置かれたと考え

る事 もできる。この事例は13世紀後半のものであるが、12世紀代のこの製品の

出土例は、多 くが単品での出土で多数が連なって検出される例は見 られな

い。

愛知県一宮市の大毛沖遺跡出土土錘を分析した久保禎子氏の研究を参照する

と、大曽古窯出上の陶錘は紐通し孔の径や、その重量からみて大型魚をも対象

にした規模の大きな地挽き網 (大網)の錘である可能性が高い。こうした漁労

具が、遠隔地に供給されたとは考えがたく、近隣の漁民との関連で需要があっ

たと推測される。

知多市八幡の下内橋遺跡では、中世期に位置付けられる土錘がまとまって検

出されているが、本例に匹敵するような大型の陶錘は認められない。なお、大

曽古窯の陶錘は焼成中に胎土中の空気か水分が原因で破裂したような剥離痕跡

をのこしているが、こうした破損がなくて、この焼成状態で消費地から出土し
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た場合、陶器の窯の製品とは認められないほど土器に近い状態である。

4 小型片口鉢 (1-7・ 8、 2-1)

灰原2区の出土で、ほぼ全保が残る個体(1-7)で ある。片口然 というより、山

茶碗を大型化させたようなプロポーションで口部の一角をタト側に押 し出し注ぎ

口を付けている。口径は18.Ocm、 器高6.lcm(推定7.Ocm)、 底径9.8cmに なり、

外面低部の周辺には高台の剥離 した痕跡が認められる。ただし、その剥離面が

被熟 して変色 してお り、焼成前の段階か焼成中でも早い段階で高台が脱落 した

ことは明らかである。

その大きさは、山茶碗にはない規格であり、高台を付けた底部周辺 と体部の

基部には、回転ヘラ削 りによる調整が施されており、底部のヘラ削 りが及んで

いない部分には山茶碗に見 られる回転糸切 り痕がなく、灰が釉化 して付着 した

痕跡が認められる。これらの諸特徴は、いずれも片口鉢に共通 して認められる

ものである。これらのことから、これを片口山茶碗とすることは困難である。

しかし、その一方で、すでに報告 したこの窯の片口鉢の中には、月ヽ型の類が存

在するのである。その器形を見ると体部の内彎が弱 く、大型の片口鉢を小型化

したというに相応 しいプロポーションである。ここで取上げている月ヽ型片口鉢

は、口径・器高がさらに小 さくなってお り、底径はほぼ等 しい値 を示 している。

片口鉢のバリエーシヨンとして、大きくI類 とⅡ類が存在 し、基盤 とする技法

が異なる事は広 く認められているところであるが、生産地においては、それぞ

れの類の中にも定型から逸脱 したものが希に認められるのである。本例 もその

中に含まれるような部類であるが、その成形は丁寧で戯れに作ったというよう

なものではない。

これまでの事例では、常滑市の四池古窯址群1区の出土品中に類似する資料

があ り、そこでは下胴部の欠損 した資料 しか検出されなかったことから片口山

茶碗 として報告 したが、上半部のみであれば大曽1号窯のものも片口山茶碗 と

するであろうものであり、両者は近似 している。大曽例では重ね焼 きの痕跡は

認められないが、四池例ではその痕跡があった。このふたつの事例から、小型

片口鉢の中に山茶碗に近いプロポーションをとる一群を抽出することは、可能
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かと思われるが、現時点ではなお慎重を期 してその可能性の指摘にとどめる事

にしたい。

報告書に小型の片口鉢 として示 した資料 と、その規格がほぼ一致 し、細部に

多少違いが認められる資料 として2-1を 示 した。口径27.4cmで器高は1lcmほ ど

になると推定できるが高台の高さが欠損のため不明である。内面に自然舶が厚

く桂卜かってお り、最上部に重ねられて窯詰された可能性が高い。

体部の内彎が強 く、口縁端部の角ばった形が他の片口鉢と比べると異色では

あるが、この程度の多様性が含まれていた器種 として理解 したい。

片口鉢として一括 りにできないと思われるのが1-8に示 した資料である。口

縁部を屈曲させている点に特徴がある。口径など、小片過ぎて復元できないが、

松測第21号窯に類例があ り、その資料では口径が30.Ocmに復元されている。口

縁部周辺はロクロによる丁寧な整形が施されており、全体に薄 くなっている。

その器壁の厚みと口縁部の屈曲の度合いが、本例 と松渕21号例では異なってい

る。本夕Jは小片であり、注口が付 くかどうかは判然とはしないものである。し

たがつて、その器種の設定についても不確定な要素が多いが、器形 としては鉢

に入れるのが妥当であろう。

5 押印文をもった広口壺 (2-2)

広口壼の中に押印文を伴 う例がまれに認められる。それは、甕類の出現期に

近い時期に認められるものと、13世紀も後半に入って、一旦は押印文を施す手

法が消えてから、別の意味付けをもって復活 したものとに大別されうる。前者

は規則性をもたずに押印文が施され、その後にヘラで部分的に押印文をナデ消

すことを行つている。後者は主 として半島の北部の窯で多 く認められるもので

あるが、壺の肩部に押印文を一つないし二つ程度施 して印花文のように装飾と

したものである。

広口壷に押印文を施すという例は、一般的なものではなく、印花文的な装飾

としての押印文をもつ個体は少なくないといいつつも、なおその数は少ないと

いわなければならない。 しかし、押印文は甕器種において一般的に認められる

ものであり、はじめランダムに押印され部分的にヘラでナデ消されていたもの



が、やがて極めて装飾性の強い文様に変質していくのである。しかし、甕にお

いては、その間に下胴部から肩部にかけて数条の押印文を帯状に施す段階があ

る。これまで、この段階で広口壺から押印文は消えて甕とは独立した器種にな

ると理解 してきた。

大曽古窯の報告書においても、下胴部資料ながら押印文を伴う個体を一例報

告 したのであったが、その上部の資料が漏れていた。今回追加 として報告する

個体は口縁部から胴部にかけての資料で押印文は肩部に一条と下胴部に一条の

計二条がめぐっている。つまり報告書で示 した事例は、この下部の押印文帯が

部分的に残った資料であつたことになる。 しかし、押印の文様意匠が異なって

お り、個体は別ということになろう。そして、この大曽例は、中世常滑焼編年

においては、2型式期の特徴を備えるものである。この時期に確実に押印文を

伴 う広口壺が存在するということは、なおこの器種が甕と強い関係にあったこ

とを示 している。

口径21.4cm、 口頚部高3.lcm、 最大径34,2cmで器高は下胴部が欠損 している

ため正確な復元は難 しいが、およそ40cm程度になると推測される。この数値を

見ると口径 と最大径は、この時期の通常の広口壼に認められる値である。口頚

部高は、やや低いが、それは口縁部が外反 して下方に垂れた結果と考えられる。

そして、その器高が高い点に注目するべ きであろう。通常、広口壺の器高は最

大径 とほぼ同じ数値になるのであるが、この資料ではかなり長胴のプロポーシ

ョンをとることになる。そして、その器形であることと広口壼でありながら押

印文を伴うこととの間に関係があるのではないかと思われる。

これまでの出土例からみると、常滑市の長曽古窯址から体部資料なが ら、一

例押印文を三段、帯状に施文 した広口壷が確認されている。その年代は口縁部

を欠いているため特定 しづらいものの、12世紀終末から13世紀の前半までの年

代には納まるものであった。型式 としては3型式から4型式に相当する。この

資料のみで、しかも12世紀後半の資料が抜けていた段階では、極めて特殊な事

例として扱うより方法がなかったが、大曽例の存在は、その間をつなぐものと

なるのである。

広口壷については、甕と深い関連性があることについて、それを否定するも

のではない。そして、これを小型の甕としないのは、このサイズにあつては押
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印文の省略が急速に進み、 しばしば三ないし四耳の装飾が伴 うことにある。と

ころが、細々とではあるが押印文が、このサイズにも残存することが半」明して

きた。なおかつ、甕とするサイズにも耳の付 く事例が岩手県の平泉遺跡群で検

出されている。

中国産の褐釉四耳壷の中には口径が大きく、胴径 とほとんど差がないほど寸

胴なものがある。そうしてみると、中世の知多半島で生産された甕は、かつて

赤羽一郎氏が提唱 したように大壷として器種設定すべきなのかもしれない。し

かし、その一方で越前窯の製品で嘉元四年の紀年銘をもつ広口壺サイズの肩部

には、年号に続けて「とらが大夫のか免」 と記されているのである。「か免」

イよ「かめ」である。つまり、14世紀初頭の越前地方において、この種の器を

「かめ」 と見なしていたということである。

考古学の用語が、歴史的呼称と一致する必要はないのであ り、学術用語とし

て「かめ」を「つぼ」 と呼ぶ事は許されるはずである。問題は、その容量や装

飾の現れ方が量的に異なるという器の大型を「かめ」 といい小型を「つぼ」 と

呼ぶ事が認められるかということになろう。これは、中世陶器に限らず、古代

須恵器などにおいても問題となる点であ り、その結論は、残念ながら早計には

出し得ない。

6 押印文を持つ小型壼 (写真・小壷、拓本小壼 )

小片が1点あるのみである。外面には薄 く自然釉がかかり硬質に焼き締まっ

ている。内面には輪積み成形痕が明瞭に残ってお り、この部分が壷類の肩部に

相当することを示 している。全体の彎曲の度合いからみても、かなり小型の壺

で長頚壺や細頚瓶、片口小瓶などが推定可能である。

この種の小型製品に押印文がつ くのは13世紀の後半段階の鳶口壼 (片 口小瓶 )

に事例があるものの、きわめて稀である。その特異性は、あるいはこの窯の操

業に関与 した工人の特性 とも考えられる。それは、前項に取上げた広口壷に施

された押印文 とも関連するものであろう。
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7 箆描 き記号文 (記号文 1・ 2)

大曽古窯跡群の報告書において、すでに片口小瓶1例 と甕2例 の記号文を報告

したが、未報告資料 として、その他に甕2例 と広口壷 1例 の資料がある。文様意

匠としては甕の 1例が十文であり、広口壷は横長の楕円状の意匠になる。今一

つの甕の記号文 も単純な線であり、複雑な意匠が構成されていたものではない。

線の鸞曲も弱いことから推測すれば×意匠になるのではなかろうか。

この遺跡から出土 した記号文は、これで 6例 になるのだが、その内5例 まで

が+文の系統の意匠で、一例のみ○文意匠ということになる。これまでの知見

では12世紀代の記号文の意匠は、圧倒的に十文系意匠が多い。ただし、記号文

をもつ資料そのものの出土例は、多 くはないのがこの段階である。そして、13

世紀も中ごろから記号文は甕に盛んに施されるようになるのであるが、その段

階から○文系意匠は十文系意匠に匹敵するほど一般的な意匠となっている。し

たがって、この広口壺の○文系意匠は、ほとんど類例のない12世紀段階の○文

系意匠の事例 とすることができるのである。

この追跡では、箆描 き記号文がきわめて細い線で刻まれていたり、体部の内

面に刻まれていた りしてお り、その記号文のスタイルがまだ確立 していないの

ではないかと思わせるほど多様である。

8 押印文 (拓本 140～ 180、 追加 1、 2)

大曽公園古窯跡群出土の押印文は、すべて1号窯のものと考えられる。報告

書では22種類の押印文を報告 したが、その後2種類の未報告文様が確認された。

したがって24種類の文様原体が用いられていたということになる。この類別は、

(139。 140。 141)と (142'143・ 144)の ように同じ縦線文のモチーフながら、

その線の粗密が異なるという違いや、179と 180の ように同じ原体 と考えられる

が、円弧が入れ子状に重なった文様に縦線があるかないかだけの違いで類別さ

れていたりする。つまり、あくまでも原体の違いによって行われたものである。

しかし、実際の類別作業を行つていると縦線文でも中間くらいの線によつて構

成されているように見うけられるものがある。これを類別する作業は、かなり
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困難であったため、このレポー トにおいてもなしえていないのが実情である。

同じ事情が格子目文においても言えるのである。 したがって、より微細に類別

を行った場合、原体の種類はさらに増える可能性があるのである。 しかし、そ

の増加はあっても数イ回の原体 ということになろう。

文様の原体が24種程度 というのは、窯1基のみの事例 としては、非常に多い

数といえる。そして、この窯では複数原体を一個保に施す事例 (163。 164・

165。 166)が認められる。こうした事例は12世紀代に稀に認められるが、押印

文の 1原体が 1工人に帰属するものではないことを証 しているといえよう。そ

して、 1工人が 2原体を用いた可能性を示唆 している。また厳密な分析は行っ

ていないが、179と 180の相違は、一見 しただけでは区別がつかないほど小さい。

これは (171・ 173)と 172の 相違においても言えることであろう。

こうした押印文のあり方を見ると、この文様は造 り手の識別記号 として施さ

れた物ではないということを示 しているということになろう。そして、この豊

富な意匠が、類似 しつつも谷を挟んで隣接する柴山古窯址群などとの間で共有

されていないことも注目される現象である。つまり、この押印文は、かなり狭

い範囲で生産地を特定 しうる指標になるのである。ただし、意匠の類似ではな

く、一致ということになると消費地遺跡出土資料 と生産地を結ぶことができる

事例が、極端に少なくなるのである。そして、縦線文や格子文などの基本的意

匠は、半島全域に広がっている。 しかし、その一方で171・ 172・ 173や 176・ 177・

178の ような文様は半島中央部の2型式段階の窯で、 しばしば認められる意匠で

ある。因みに、青森県東津軽郡蓬田町の蓬田大館遺跡出土の甕は、171～ 173の

意匠と基本的に共通するものである。この資料は、その胎土などを観察すると、

渥美窯製品である可能性が高いと判断されるのだが、押印文に関しては知多半

島中央部との関連が指摘できる資料である。そして、 174・ 175や 179・ 180の よう

な細密な意匠は、この窯にほぼ特定できるほど分布範囲の狭い文様になると考

える。残念ながら、この意匠をもつ消費地遺跡出土品は管見に触れていない。

この遺跡では、甕が大量に検出されているが、それを押印文で区分すると、

縦線文が最も多 く (667.5kg)、 線の粗密でおおきく2分類できる。今、手元に分

類された体部に押印文をもつ資料の重量を測ると次のようになる。140文様は

137.9kg,、  143文本淀は529。 6kg、  146文本語イよ6.2kg、  14戒様イよ96.Okg、  149文様イよ

52.8kg、  151文本漁イよ19.8kg、  153⊃t本叢イよ17.6kg、  154文本漁イよ44.8kg、  15蚊様イよ
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20。 6kg、 158。 159文様は27.4kg、 161文様は27.2kg、 167文様は22.4kg、 168文様

は39,4kg、  170うて本漁イよ3.4kg、  171 。 172文本棄は59。 2kg、  174文本漁イよ1.Okg、  176文様

は0。 4kg、  178Dて本漁は2。 2kg、  179。 180文本兼は29。 2kg、  追力日蚊 様は3.Okg、 追力日2文

様は12.4kgで あつた。通常、この時期の甕は大型で30kg弱である。なお、この

数値には、口縁部や低部に押印文を持つ資料は含まれていない。

次いで多いのは粗い縦線文に一本の横線文を入れて中央で三分 した縦長格子

目文の意匠である (59。 2kg)(96.Okg)。 横長長方形に対角線を入れ、四つの三

角形を入れ子の山文で満たした意匠も多 く、これは3原外あつたことが識別で

きる。

9 まとめ

大曽古窯では2基の窯が検出され、その窯のうち2号窯は小型の窯で山茶碗類

の専焼に近いと考えられる。それに対 して、1号窯は豊富な器種を生産 してお

り、甕壷類に今回追加報告 したような羽釜や陶錘などまで生産 していたのであ

った。

時期的には2号窯が先行 しているものの、この2基の窯の時間差は少ないので

ある。こうしたわずかな時間差の間に生産内容が大きく変化することの背景は

判然としてはいない。 しかも、この2基の窯の構造には大 きな違いがないと見

る事ができるのである。

こうした12世紀後半段階の大きな変化は、半島の中央部において顕著に起こ

っているのである。そして、その段階で知多半島の甕壷類が、全国規模の流通

を果たすことになる。

山茶碗は、東海地方に濃密に分布するものの、その範囲を越えるときわめて

稀な存在になる。この東海地方という範囲には、近江東部から熊野にいたるエ

リアも含まれると見る事が許されるのではないだろうか。そして、この流通域

にもたらされる製品が、山茶碗 。小皿と今回報告 した中の羽釜や陶錘 といった

特殊な製品である。

窯跡出土資料は、窯出しの段階で、窯の中に放置されたものと、窯から出さ

れて、窯場で選別され、製品としての価値を持ち得ないと判断されたことによ

り、廃棄されたものと考えられる。この判断を行ったのは、生産者 とみるべ き
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であろう。しかし、流通に関わる人物が関与している可能性を完全に排除する

ことはできない。

窯場から居住地に運ばれたことを示すかと考えられる事例が、武豊町のウス

ガイト遺跡における未使用山茶碗の溝内への一括廃棄である。これを二次的な

選別が行われた結果と見れば、半島から出る段階では、ほぼ品質に差はあって

も完全なものが出荷されたと考えられる。ところが、安濃津遺跡の調査におい

て、およそ製品として使用に耐えない山茶碗が大量に廃棄されていたという事

実が半」明した。安濃津は、明かに伊勢湾を渡って半島からもたらされた山茶碗

の集積地ということになろう。そして、ここでは、なお選別作業が行われてい

るのである。

ここで誰が運んだのかという問題が出てくる。海を渡って、そこで廃棄され

る可能性のあるものを運ぶのは、いったいどういう人物なのかということであ

る。わざわざ運んで、廃棄されるリスクを見込んで運ぶのは、伊勢側の流通に

近い人物か、生産に近い半島側の人物か。その中間もありえようが、この一事

によって、半島から出荷される山茶碗には、未製品も含められていたというこ

とになろう。陶錘の様な漁労具が、この段階から生産されるということは、沿

岸部の漁民と陶器生産者とが結びついていた可能性もある。あるいは、沿岸部

の漁労民が小船をもって伊勢湾を行き来したということも考慮すべきであろう

か。いずれにせよ、窯跡には大量の失敗品が廃棄されている。そして、流通拠

点となるような場においても選別は行われているということである。

山茶碗は、lo～ 15枚程度が重ねて窯詰される。その重なりが自然釉で溶着し

た場合や、生焼けになったものは、窯場で廃棄されるとして、ほぼ手ごろな焼

きあがりであれば、その重なりごと窯場から沿岸部まで運ばれ、伊勢の海を渡

つた可能性もあろう。それは、かさねて焼かれた塊であり、運搬には好都合で

ある。いちいち選別して運ぶ労力と梱包の面倒を考えれば、運んだ先の流通拠

点で選別した方が、リスクが少ないと考えることもできよう。この場合、山茶

碗は、その程度の製品であったということになる。

それでは壷甕の類は、どうなるだろうか。これらも、窯場において大量に廃

棄されている。しかし、この甕で貯蔵具として使用に耐えないものを敢えて流

通拠点まで運ぶのであろうか。焼成に伴って生じた変形の著しい甕が、消費地
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遺跡で出土することは、稀に認められる現象である。焼台が底部に付着したま

まのものや、焼成中に亀裂の生じたものも関東地方で見た経験がある。しかし、

そうしたものまで遠隔地流通するということの背景には、山茶碗のような選別

と廃棄が、この器種では流通拠点で行われなかったということになるのではな

いだろうか。

山茶碗は、小船でもかなりの数を運ぶことができる。しかし、器高、最大径

が 60cmを越えるような大甕では、その数は知れたものである。そうなれば、

運搬していつた先で製品にならないと判断された場合、その流通にかかつたコ

ス トが高いものにならざるをえない。大型船で大量に運ぶのであれば、そのコ

ス トを見込んで、一船ごとで売り買いし、多少の不良品が混じることも考えら

れなくはないが、大甕を大船で知多半島から積み出すということを中世前期の

段階に枯くのは無理があるのではないだろうか。
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多賀神社棟札調査について

常滑市民俗資料館

中野晴久

苅屋の多賀神社の歴史は、苅屋地区のみでなく西浦地区全体にとっても、重

要な意味を担つている。考古学的な研究は、この地域の丘陵部において中世、

盛んな窯業生産が行われていたことを明らかにしているが、その人々の具体的

な生活を物語る資料は、きわめて乏しいのが現状である。これに対 し、地元に

残る文字資料で中世末期から、今日まで継続 して信仰の対象となっていること

を確認できるのが、ほかならぬ多賀神社である。

神社の歴史は文献によって記録されることが少なく、その歴史は棟本しによっ

て、わずかに記録されるに過ぎないのが通例である。

多賀神社を崇敬 してやまない岩田力夫氏は、神社の棟本しを中心とした記録を

調べ、その成果を後世に伝えることを年来の望みとしていたのであるが、平成

12年 12月 17日 、神官である岩田文夫氏の賛同を得、地元苅屋区の岩田裕、守山

定両氏、そして常滑市民俗資料館 。中野晴久の協力のもと、これを実施 したの

であった。当日の調査は、棟札の写真撮影と採寸、不鮮明文字の判読を中心と

したが、朝から夕刻に及ぶ長時間の調査 となった。撮影と判読は中野晴久と岩

田裕両名が行い、採寸と記録を守山定氏が、これを担当した。

その後、1年間にわたり、主として岩田裕氏が記録と写真を元に解読書の基

礎資料を作成 し、岩田裕 。岩田力夫の両氏が祭神別、年代順に写真整理をし、

年表作成を行 うなどの労をとったのであった。ここに、その成果がまとまった

のであるが、粘 り強 く資料の整理を重ねてこられた両氏の労をねぎらいたい。

大永の七年(1528)に 造立再興された藤原三所大権現こそが現在の多賀神社の

基盤である。三所大権現とあるからには熊野三所権現との関係を探 らねばなら

ない。そして政所鵜飼左近尉賞為 とあるは、苅屋城主鵜飼氏と結びつ くはずで

ある。大工六郎ヱ門は、その後の苅屋の伝統 ともなる宮大工の祖 と推測できる。

慶長の九年(1604)に初出の山神殿は、本来別の地点に造営された祠であった

が明治期の神社合祀で、この地にもたらされたものであろう。

今日、お多賀さんの名で親 しまれる多賀神社は元和七年(1621)に新たに近江
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多賀大社より勧請された多賀大明神をまつったことに始まる。

現在の社殿の中央には富士浅間神社がある。棟札での初現は、明治H年 と遅

いが、これは屋根の葺きあげであり造立ではない。江戸初期の寛文年間にまと

められた『寛文村々覚書』の苅屋村には社弐ヶ所 内 富士権現 山之神 と記

載されている。

藤原三所大権現は、安政三年(1856)の 棟札を最後に姿を消 し、人々の記憶から

も忘れ去られていった。ほぼ五百年にわたり営々護られてきたこの神社 にも、

さまざまな変遷があったことを棟本Lの調査は教えてくれた。この資料をさらに

読み解いていくことで、また新たな歴史の頁を加える事ができるはずである。

そして、今我々がこの資料から多 くの知見が得られるように、後の世代 におい

ても苅屋の音をたどり、認識を新たにしうる基盤となるべ く、この資料が伝え

られていくことを切望する。
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天

ヤ坐
早
四
年

（
一
七
四
七
）
丁

型

±

星

轟
日

璽

哭

峯 ξ
善

魯
善 本

命
望
簿

書

膏

上
葦

必
省
夭
朗
霜
上
宇

再
連
立

藤
原
三
所
大
権
現

一
宇

庄
屋

守
山
長
左
行
門

庄
屋

守
山
長
オ
術
開

庄
屋

守
山
工浴
壁
谷
中

空

土

一常

共

郎

碁

曼

指

大
工
　
守
山
佐
俸
次

大
工
　
守
山
佐
偉
次

大
工
　
・藤
原
朝
臣
守
山
定
助
重
長

卑
羨

★
ユ

生

谷

本
部
型
各
円

南

係

組
頭

守
山
長
左
衛
門

鈴
木
亦
七
郎

首
ｕ
宅
答
門

曇

‥翁
飛
宅
郎

置

衝

ξ

晶

（

型
魯

叢

霜

礎

杏

畠

智
雲
介
嵩

型
昌

語
語

経

杏

富

智
雲
介
商

藁
璽
暮
塁
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首
覇
響

〓猪
年

（
一
人

〇
三
）

癸
亥
九
月
十
有

一
日

寛
政
四
年

（
一
七
九
二
）

子
本
月
十
四
日

寛
政
三
年

全
七
九

一
）

辛
亥
十
一
月
十
二
日

天
明
三
年

（
一
七
人
三
）

癸
卵
稔
九
月
十
三
有
日

天
明
三
年

（
一
七
八
三
）

癸
卵
奉
九
月
十
三
日

索
苓
解
Ｘ

一
七
七
こ

乙

基
麿

間
十
二
月
吉
祥
日

上
董
遷
百

多
賀
大
明
神

亘
Ｈ
獲
立

幽
ど

宇

再
建
工
葺

藤
原
大
権
現

上
葺

多
賀
大
明
神

上
葺

藤
原
大
権
現

憂

笠
聖
空

社

庄
屋
　
山石
田
利
右
工
門

庄
屋

守
山
宇
兵
衛

庄
屋

守
山
字
兵
衛

庄
屋

一〒
幽
ザ
基
衛

庄
屋

守
山
一古
共
衛

庄
屋
　
長
左
衛
門

大
工
　
占す
里
命
型
左
垂
璽
曇
径

大
工
　
守
山
六
郎
左
工
門

同

佐
右
工
門

大
工
　
守
山
佐
博
次

△

上

守

山

佐

博

次

大
工

守
山
政
一口畢
缶
η

組
頭

岩
田
善
右
衛
門

南

骨

巨

旨

豊

上

組
頭

岩
田
彦
右
工
門

岩
口
径
圧
工
門

甫

筵

丘
衛

組
頭

与
右
工
門

止
井
〓
門

結
搾
〓
門

希聾
狽

二
若
工
門

産
搾
〓
門

結
搾
〓
門

畿

姦唇

瓢
属
懲
苗

重
重
話
在

蓉
餞
利
準
を
都
踊
慧
純

剛
属
暮
山

重
璽
魂
住
再
代

ｇ

邑

偉
搭
緒
張
纂
Ｔ
笞
土

富

暑

ξ

暑

纂

　（留

愁

§

邑

懐

朱

骰

罫

著

路

智

雲

孤

回
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文
登

年

盆
仝

九
）
己

卯
年
六
月

文
化
九
年

（
一
八
一
一
↓

一士
甲
十
二
月
朔
日

文
化
八
年

（
一
八
一
ご

未
□
一四
月
吉
祥
日

文
化
七
年

（
一
人
一
〇
）

庚
午
六
月
初
四
日

文
化
七
年

（
一
八
一
〇
）

庚
年
六
月
初
四
日

享
和
三

発
年

（
一
八

〇
三
）

癸

亥
九
月
十
有

一
日

塞
醤
精

霊
綴

複

社
生
金

重
題
獲
立

神
一
社

上
葺
修
補
遷
官

藤
原
大
権
現

上
葺
修
補
遷
奮

多
賀
大
明
神

上
葺
遷
富

藤
原
大
権
現

庄
屋

岩
田
善
右
工
門

庄
屋

岩
口
善
右
工
門

庄
屋

古
川
平
左
工
門

庄
屋
　
古
川
平
左
工
門

岩
田
利
右
工
門

大
工
　
山石
田
定
八

守
山
左
衛
門

匿

ロ

大
工
　
守
山
六
郎
左
工
四
重
盈

岩
田
定
八

大
工
　
守
山
六
郎
左
工
閣
車
光

大
工
　
守
山
六
郎
左
工
門

大
工
　
守
山
六
郎
左
工
円

大
工
　
守
山
六
郎
左
工
門
真
盈

組
頭
一
古
川

甚

八

山石
Ｈ
μ
‐
一ナ
塞
何
門
］

岩
田
利
右
衛
門

細
頭

士
畑

文
四
郎

米
国
新
石
工
門

守
理
磐
ユ

門

組
頭

古
川
文
四
郎

同
断

岩
国
三
左
工
門

同
断

米
国
新
石
工
門

組
頭

古
川
文
四
郎

山石
田
事
左
工
門

米
田
材
石
工
門

組
頭

古
川
文
四
郎

岩
田
喜
左
工
門

米
国
型
石
工
門

鶏
録
娯
一　
劇石
田
里
書
一
狙
衝
鼎
日

百

骨

菌

音

卿讐

包

儒

言

苺

現

住

＋
∩

郵

催

本

鋲

送

響

純

自

暑

一分

国
催
本
螺
盤

響

純

ζ

邑

偉
燈
大
阿
闇
利
竪
者
大
僧
都
法
印
恵

純
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天
保
十
一
一年

（
一
八
四
ご

茎
キ
笑
何
夭
苦
□
日

天
保
十
二
年
　
（
一
八
四

一
）
辛
丑
工〈何
矢
苦
曜
日

天
保
四
年

（
一
八
一一〓
↓

巳
五
月
廿

一
日

文
政
六
年
（
一
人
一
〓
こ
七

月
吉
日

文
堅

傘

全
△

三
）
癸

未
年
正
月
二
十
五
日

文
政

上
ハ
年

（
一
人
三
三
）

癸
未
径
止
月
二
十
五
日

上
豊
甦
官

多
皇
喬
紹
二
宇

上
葦
遷
宮

謹
僚
三
所
大
推
墾

宇

修
堡
掃
替

社
生
釜

大
手
覆
鼈
摩

上
葺
遷
宮

多
省
大
明
神

上
葺
遷
宮

藤
原
大
権
現

庄
屋

山百
里
畳
二
郎

庄
屋

岩
田
詈
二
貞

芹
屋

岩
里
ユ二
一一郎

庄
屋

古
川
庄
兵
衛

庄
屋
　
古
川
底
兵
衛

大

工
　

守
山
伝

右
衛
門

山石
日
と
ん
人

大
工
　
守
山
猛
右
衛
門

岩
田
定
八

大
工
　
岩
田
定
人

△
上

岩
田
定
八

組
頭

岩
理
嵯
待
門

菌

音

声

ξ

尾
塚
普
村

組
頭

岩
田
徳
左
衛
門

菌

音

声

冒

中翔
夏
仰
獄
山
高
讃
寺
八
十
八
世

組
頭

古
川
奥
右
衛
門

三
狂
具
各
円

米
里
塾
替
門

組
頭
一
岩
田
利
右
衛
門

金
王
川
治
左
衛
門

再

蕃

組
頭
一
岩
田
利
右
衛
門

金
王
川
治
左
衛
門

百

番

別
首
御
嶽
山
高
讃
寺
八
十
人
世

３

心鵠

別
癖
製
行
普
語
手
入
イ
人
世

惟
否
規
法
讐
萌

型
属
掛
讐
護
講
在

芯

目

催

抵
纂
桜
響

純

型

届

撚

讐

護

講

程

キ
∩

郵

催

憑

録

法

響

純
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安
政
五
年

（
一
人
五
八
　
）

成
午
三
月
甘
八
日

安
政
一一〓
共
一
八
五
四
）
丙

辰
　
七
月
良
辰

安
政
三
年

（
一
人
五
四
）
丙

辰
　
七
月
貞
辰

弘
化
三
年

（
一
人
四
六
）
丙

午

五
星

目

天
保
十

五
年

（
一
人
四
四
）

辰

十

二
月

詈
矯

替

む
笑

記

上
葺
燈
冨

箸

索

上
葺
甚
官

藤
原
大
権
現

再
建
石
壇

石
寄
附
主
　
盛
田
久
左
衛

門中
竪
王
ハ

殿
様
よ
り
褒
美

由
摘
あ
失
二
本

庄
屋

山面
里
雷
石
衝
門

庄
屋

岩
田
善
右
衛
門

庄
屋

岩
田
善
右
衛
門

庫
屋

岩
里
見［一一一郎

庄
屋

立
口三
郎

大
工
　
山石
田
定
八

大
工
　
守
山
佐
右
衛
門

山石
円
塁
左
八

大
エ
　
トす
狸
佐
右
衛
門

岩
田
定
八

石
工
　
下
半
田
村
　
近
藤
筆
壬
ロ

整

暴

医

毛

袈

菌

音

米
田
新
右
衛
門

山一骨

組
頭

古
川
庄
次
左
衛
門

山
本
文
七

菌

音

組
頭

古
川
庫
搭
力
行
門

山
本
文
七

菌

音

組
頭

守
撃
こ
衛

岩
田
理
左
衛
門

鈴
木
左
平

閣母
三
郎

組
頭

金
兵
衛

昂

冒

厚
町

与
丘
衛

天
下
泰
平
　
日
月
清
明

豪

豊

エ

別
営
御
嶽
山
高
讃
寺
八
十
九
世

少
阿
閣
梨
喩
伽
者
恵
海

別
営
御
嶽
山
高
讃
寺
八
十
九
世

少
阿
聞
梨
玲
伽
者
恵
海

浬

籍

御
調
達
上
ケ
金
二
付
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明

治

二
十

九

年

全

八
九

二
◆

二
月
十
六

日

閉
溶
半
二
年

（
一
八
七
九
）

四
月
五
日

明
治
十
一
年

（
一
八
七
九
）

四
月
五
日

上
葺

大
山
祇
神
社

ぞ
善

写
豊

濯
自
首
担
竿
爺

目

一一

標

声

看

首
担
渠
爺

標

盲

看

士
山ＩＩ‐
他
廻
工
入
術
ゆ

大
工
　
岩
四
分
次
郎

大
工

守
山
生
煙
円
中

山石
田
とん
八

古
用
民
蔵

山石
田
七
右
衛
門

盲

蔑

岩
田
藤
太
郎

守
山
六
負
左
衛
開

昂

播

躁

絲
咎
破

（マ
マ
）
年
十ｒ‐
房
■
怒
畠
］

大
工
　
岩
田
定
八

古
用
民
蔵

岩
田
七
右
衛
門

盲

悪

幽石
田
単
懸
十
命
蛉

洋苫

エハ倉

昂

　
播

熙

社
掌

首
松
登
一

祠
官

本ヽ
矛
れ

嗣
磐
手
松
田
四
郎

祠
官

不ヽ
矛
札

網
讐
手
松
田
四
郎

氏
子

総
代

山

奎

七

鈴

木

佐

半

夏著
氏

子
総
代

山

本
文

七

鈴

木

生

半

豪著
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と8‐

蓬冨

朗
醤
掃
単

一毒
該

・

嘗

・

藍

・ｇ

・

盤

畢

一警

警霞

一喜
島
稀
早

本
霊
露

・嘗

・

彗

と
編
単

建

・

慾

雷

轟

巨

・覇

・懲

・
攀

聾
・一・琢
獣

・

旨

・

館
￥
穀

珀
一

言

・

一豊

ｍ
覇
盈
）
す甲
↓

繭
鯵
誓
恩
常

鑢
平
翌
既
髯

豊

・

撃

き

子

鬱

選

鯉
冠
函
黙

一旨 遡
昔
再
零

一豊 題
転
Ｔ
醸

一．急

蛸
Ｔ
露
じ
雨
幸

一警 単
諄

母

翠
帯
革

盟
百
埼
群
雄
十
五
￥

毒

・

穏

毒

・轟

幸暮量骸

ユ

童

・一
術

Ｏ
γ

５
・寺
升
±
一・豪
騒

鷲ユ
堂

一
爾

０
イ
ラ
多
子
Ｉ
Ｓ
酪



88

越
腎
暑

お
編
単

自

警

翠

魯

暑

音

　

・摯》
驚
離

懇
藍
盪

警

・・

嘗

・

尊

理
部
驚
畢

価響
尋
―
餡

鷺

・

寧
専

磐

藍
穏
専

音

“

題
一轟

南

訴

世

〓霞

驀・鷺

一

議

・・
轟

懲

・

　

聾

毒

豊

暮

　

聾

豊

豊

藍

　
摺

起
詩
琵
〓

紺
理
平

鬱

　
摺

連
計
壺
〓

静
避
軍

季警季暮
尋

皆

笙

醸

命
■
奪

こ
・些
三
市
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・

ａ
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昭
和
三
年

（
一

九
二
人
一
）
月

一
日

大
正
十
三
年

（
一
九
二
四
）

甲
子
人
月
吉
日

御
大
典
記
念

石
玉
垣
竣
功

連書

養驀
言

読

山
本
Ｅ
二郎

大
字
総
代
　
正
元
市
太
郎

艮

　
懇

喬

石

工

　

関

繁

大

工
　

古

川

重

天

郎

大
工
棟
梁
　
百
川
軍
本
郎

雙

一昼

矢

車
杢
轟
買
一
岩
田
豊
次
郎

岩
田
甚
太
郎

岩
田
猶
次
郎

丞

ロ

岩
田
長
之
助

士
Ｈ
川
伊
隼
《
酔

岩
田
晴
吉

盗
卜
赤
太
郎

山
杢
で
【

岩
四
優

一

松
田
金
松

薗蜜
高
松
登
一

古
Л
庄
人

山
本
冨
二
郎

岩
田
徳
太
郎

岩
田
豊
治

守
山
養
之
助

松
田
金
松

関

２

二
郎

岩
最
鉾
爺

浩
暫
係

　

岩
田
吉
太
郎

岩
田
清
次
郎

氏
子
総
代

古
川
建
吉

士
Ｈ
智
孟
半

岩
田
鶴
松

浩
晋
係

　

岩
田
吉
太
郎

岩
田
清
次
郎

氏
子
総
代

古
川
建
吉

古
用
塁
半

岩
田
鶴
松
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無

翠

全
九
四
〇
）

九
月
起
正
式

昭
和
十
六
年
一
月
五
日

昭
和
十
七
年
十
二
月
二
十

三
日

昭
孤
一一年
　
（
一
九
二
八
）

成
展
二
月

墓

姦

並
住
重
上
事

御
殿
遷
屋

竣
正
式

多
習
神
社

弘
陸

紬

宙

巻

厄
年
三
十
四
名

大
字
総
代

関
庄
松

驀

言

読

課

代

山
奔

讐

大
工
　
守
山
佐
右
工
門

岩
田
八
十
人

岩
田
敬
四
郎

雲

一

設
計
岡
崎

市
川
清
作

石
工
　
関
繁

社
司

畔
桝
守
道

暮

手
員

塗
矢

正
元
市
本
郎

山石
田
清
太
郎

山
本
弥
吉

巷
里
畳
一一郎

米
頸
〓

愚
十
訟
代

士
州

肇

ロ

百

尋

正
本
市
太
郎

発
起
人

　

岩
田
健
二

山石
田
店
奎
ロ

古
用
善
平

古
用
伊
太
郎

岩
円
栄
助

米
国
伊
之
助

顧

森
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昭
和
三
十

一
年

（
一
九
五

六
）
　
一内
申
四
月
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日

昭
和
三
十

一
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（
一
九
五

工◆

囲
肩
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十
二
日

昭
瓶
半
■
盆
下
全

九
四

ご

九
月
二
十
日

連豊

景
豊 盤愁

唇
長
　
恵栞

佐

丘
ハ

副
区
長

古
口
操

ｖ
ぞ

（
　

然
築

粧

丘
（

啓

夏

寄
附
者

米
晏
腎
一

守
里
徐
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互
門

本ヽ
田
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大
工
棟
領
　
Ｔ
山
佐
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工
門

ロ

ロ

岩
田
繁

爵

　
　
繕

課

森
下
蜜
半

守
山
佐
右
工
門

岩
田
八
十
八

岩
田
敬
四
郎

要

一

士
旦
陣
盆
弔
士
ロ

宦
当
剛
　
田石
四
百
麿

宮
司
　
岩
田
苗
麿

讐

手
艶

遭

岩
里
呈ユ
ニ
郎

米
Ы
萱

岩
田
済

一

市

景

永
田
源
造

〕
昌
豊
里
一一郎

古
川
伊
太
郎

岩
田
済
一

米
雲
賢

永
田
源
造
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昭
和
五
十
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年

（
一
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十
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九
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と

建
挫
殿 亀
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杢

量

蜃
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工
事
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撃
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銃
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古
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多賀神社棟札随想

岩田 裕

この度、志を同じくする者相集いて、多賀神社棟札及び諸札の調査を行つた

事は、民俗資料館中野学芸員が詳 しく記載されたところである。ここで、その

編集に参画した一員として、あとがきに将来の参考になるかと思われることな

どを書き添えておきたい。

往古この地に里人住みつき、集落を形成するに当っては、その所 を選び、山

を拓 き、杜を育て、社を作って神の依代 としてきたのであった。そ して、その

社は氏子たちの心の伝 り所 として、幾世代にもわたり厚 く守られてきた事は、

今 も変わらぬところである。

最古の棟札が大永七年の年号を持ち、「政所」の記載などから、苅屋城主と

結びつ くであろうことは、すでに中野学芸員が述べているが、元和三年 (1616)

の棟本しを見ると、ここに初めて庄屋の名が登場 している。そして、その名が長

田姓であることは注目されるところである。あるいは、中世、野間内海荘の庄

司長田氏の系類に連なるものであろうか。その真偽は定かになしがたいものの、

江戸初期の邑長は、それ相当の由緒をもつ人物が就いたと見るべ きであろう。

後述する守山家においても、万治元年 (1658)よ り宝暦四年 (1754)ま で数

代にわたって庄屋を続け、その名からも相当な勢家であったと考えられること

から、この長田氏の由緒 も推測されるところである。

また、文政六年 (1823)の 組頭に金王川姓がある。中世の物語に登場する澁

谷金王丸は、今 も残る溝川に身を伏せたので、この地ではそうした所作を「金

王隠れ」 と謂い伝えてきた。そして、その川の名前も金王川と称 してきたので

あった。こうした物語が、どれほど史実といえるかは、なお研究の余地が多 く

残されているが、江戸時代の姓には確実にその史話が反映 していることは注目

しなければならない。

また、ここで特筆 しておきたい事 として、昭和 15年 の皇紀二千六百年の記念

事業をとりあげておきたい。多賀神社は、この記念事業として大幅に改築され、

併せて境内地も大改修がおこなわれたものであった。この改修の結果 として近

郷に比類なき立派な神社が出来たのであるが、これにはその当時としては莫大
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な費用 と三ヶ年に渡る時間が費やされたのであった。氏子の熱心な労力奉仕の

賜 と言わねばならない。最若年ではありながら、この奉仕事業に参画し、多 く

の経験をしたことを今も鮮明に記憶 している。 (詳細は、この関連の棟札にあ

り。)

尚、この調査については、経緯にある通 り、写真撮影より始めたのであるが、

棟札の写真撮影については昭和48年5月 、東京大学史料編纂所の岩澤尽彦教授

他二名の研究者が苅屋公民館を宿所として調査 されたことがあった。その当時

区長であったので、この調査に立ち会ったこともある。そして、同様の調査は

昭和58年 にも常滑市教育委員会の手で行われている。

過去の調査では、その成果のごく一部分 しか公開されておらず、今回の調査

資料によって、はじめてその全貌が明らかになったといってよい。今回の資料

では全棟札の写真 と、その解読、そして年表までを加えて資料簿を作成 した。

この資料は複数を作 り、その一部は常滑市民俗資料館にも保管方依頼 し、他は

然るべ き方策にて保管する事を調査代表者より依頼することとした。あっては

ならないことながら、隣村氏神の中には災禍に遇い、木片の一部も残らないよ

うな事態がないとも限らないのである。神社の記録、村の歴史の消える事のな

いことを願うばか りである。

※古い棟札で墨書が判読できない部分には□印をつけ、現代用語で解釈出来な

い字は「ママ」のルビをつけてある。向後の識者の賢察を乞うところである。

t'穆 く_事
′
幹生、身 筆ぐ_多鬱 ぐ_,峰 ゅ ぐ ,奪・ぐtでヽ

笠 ″σ(ラ 転
‐`

と ,

平成 14年 3月 25日

常滑市民俗資料館

研 究 紀 要 X
編 集   常滑市民俗資料館

発 行   常滑市教育委員会

印 刷   株式会社 興 起 社

1_,静 (_夕韓t,線 く_ク 惨lr"惨 ぉ t,略 、
ぐ ラ釜 tレ
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ぐ ,
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内
藤
陽
三
伝
に
つ
い
て

常
滑
市
民
俗
資
料
館
　
中
野
晴
久

１
は
じ
め
に

常
滑
の
陶
芸
の
中
で
特
異
な
存
在
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
分
野
に
陶
彫
が
あ
る
。
陶
彫
と
は
粘
土
を
用
い
て
造
形
し
た
塑
像
を
陶
器

質
に
焼
き
上
げ
た
も
の
で
、
彫
刻
の
一
分
野
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
陶
彫
は
、
常
滑
の
陶
芸
の
中
で
は
、
近
世
期
に
成
立
す
る

と
見
る
事
が
で
き
る
。

近
世
期
の
陶
彫
は
、
恵
比
寿

・
大
黒

・
布
袋
像
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
縁
起
物
や
各
種
の
仏
像
、
唐
獅
子
と
い
っ
た
題
材
で
あ
り
、
小

型
の
置
物
と
い
っ
た
体
裁
を
保
っ
て
い
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
二
代
伊
奈
長
三
や
上
村
白
鴎
な
ど
は
、
レ」ゝ
つ
し
た
陶
彫
作
品
の
作
者
と

し
て
古
く
か
ら
知
ら
れ
た
人
物
で
あ
る
。
長
三
作
の
布
袋
や
寿
老
人
像
は
、
現
存
し
て
お
り
白
鴎
に
お
い
て
は
大
黒
天
像
や
唐
獅
子
が

知
ら
れ
て
い
る
。

置
物
以
外
に
、
こ
の
塑
像
技
法
を
用
い
て
器
物
と
し
た
も
の
に
香
合
や
香
炉
が
あ
る
。
白
鴎
の
作
品
に
霊
亀
を
象
っ
た
大
型
香
炉
が

あ
り
、
小
槌
に
鼠
を
あ
し
ら
っ
た
香
合
や
亀
の
香
合
な
ど
も
少
な
く
な
い
。
白
鴎
の
孫
に
あ
た
る
上
村
信
吉
の
遺
作
に
も
象
を
か
た
ど

っ
た
大
型
の
香
炉
が
あ
る
。
そ
し
て
、
＞」ゝ
つ
し
た
陶
芸
家
は
、
塑
像
の
技
法
に
熟
練
し
つ
つ
も
、
多
く
は
茶
道
具
を
中
心
と
し
た
器
物

を
作
る
事
で
、
そ
の
作
家
と
し
て
の
評
価
を
う
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
香
合
な
ど
具
象
的
な
表
現
を
求
め
ら
れ
る
作
品
は
、
彼
ら

の
技
量
が
も
っ
と
も
よ
く
発
揮
で
き
る
器
物
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

２
　
陶
彫
家
の
出
現
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主
と
し
て
陶
彫
作
品
を
作
り
、
器
物
を
ほ
と
ん
ど
制
作
し
な
い
陶
彫
家
は
、
常
滑
に
お
い
て
は
明
治
以
降
に
な
ら
な
い
と
出
現
し
て

こ
な
い
。
し
か
も
、
そ
の
分
野
は
旧
来
の
伝
統
的
な
塑
像
技
法
と
は
異
質
な
基
盤
を
と
も
な
っ
て
出
現
し
た
と
見
る
事
が
で
き
る
。

そ
れ
は
、
明
治
１６
年
に
開
設
さ
れ
た
常
滑
美
術
研
究
所
の
教
師
と
し
て
招
聘
さ
れ
た
内
藤
陽
三

（号

・
鶴
嶺
）
と
、
そ
の
学
友
で
金

島
山

・
鯉
江
窯
に
迎
え
ら
れ
た
寺
内
信

一
（号

・
半
月
）
の
両
名
が
基
盤
を
築
い
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
ほ
ど
重
要
な
役
割
を

果
た
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
両
名
の
事
跡
に
つ
い
て
は
、
古
い
段
階
か
ら
記
録
に
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
珍
し
く
詳
細
で
あ
る
。
た
と
え

ば
常
滑
の
窯
業
史
を
研
究
す
る
？ゝ
え
で
バ
イ
ブ
ル
的
な
存
在
で
あ
る

『常
滑
陶
器
誌
』
は
、
内
藤
鶴
嶺
に
つ
い
て
生
年
、
号
の
由
来
、

学
歴
と
常
滑
に
来
た
経
緯
を
簡
潔
に
述
べ
、
常
滑
を
去
リ
ベ
ル
リ
ン
に
赴
く
背
景
と
、
そ
こ
で
の
活
動
、
そ
し
て
不
帰
の
人
と
な
っ
た

事
情
を
解
説
し
て
い
る
。
彼
が
常
滑
に
滞
在
し
た
の
は
、
明
治
１６
年
か
ら
同
１８
年
に
か
け
て
足
掛
け
３
年
、
実
質
２
年
で
し
か
な
い
。

い
か
に
斬
新
な
技
芸
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
扱
い
は
大
き
す
ぎ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
学
友
の
寺
内
信

一
が
、
内
藤
の
後
任
と
し
て
美
術
研
究
所
の
所
長
兼
教
師
を
受
け
継
ぎ
、
明
治
２‐
年
ま
で
、
そ

の
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
寺
内
は
そ
の
後
瀬
戸
や
美
濃
に
活
動
の
場
を
移
し
、
明
治
４５
年
こ
ろ
は
中
国
、
長
沙
の
高
等
工
業

学
校
で
窯
業
を
教
授
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
大
正
６
年
、
帝
国
ホ
テ
ル
の
テ
ラ
コ
ッ
タ
製
造
に
あ
た
り
、
技
術
顧
間
と
し
て

佐
賀
県
か
ら
再
度
招
聘
さ
れ
た
も
の
の
、
こ
の
時
の
滞
在
も
わ
ず
か
１
年
ほ
ど
で
し
か
な
い
。

こ
の
両
名
の
指
導
を
美
術
研
究
所
に
お
い
て
受
け
た
の
が
平
野
六
郎

（号

・
霞
裳
）
で
あ
っ
た
。
明
治
６
年
生
れ
で
あ
る
の
で
明
治

‐８
年
は
満
１２
オ
に
な
る
。
そ
の
彼
こ
そ
は
、
や
が
て
常
滑
工
業
補
習
学
校
、
常
滑
陶
器
学
校
で
彫
塑
を
多
く
の
子
弟
に
教
え
、
陶
彫
家

を
育
成
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。
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３
　
内
藤
鶴
嶺
略
伝

愛
知
県
知
多
郡
役
所
が
編
軒
兼
発
行
者
に
な
り
大
正
１２
年
３
月
３‐
日
に
発
行
し
た

『知
多
郡
史
』
は
上
中
下
三
冊
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
下
巻
に
お
さ
め
ら
れ
た

「第
三
篇
　
雑
史
」
の

「第
二
章
　
産
業
の
発
達
」
の
中
に

「内
藤
鶴
嶺
略
伝
」
が
あ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
１３
頁
に
及
ぶ
文
章
は
、
「内
藤
鶴
嶺
略
伝
」
「鶴
嶺
終
焉
」
「鶴
嶺
逝
後
」
の
三
部
構
成
に
な
り
、
冒
頭
の
タ
イ
ト
ル
下
に
括
弧
書

き
で
寺
内
信

一
氏
述
と
な
っ
て
い
る
。

寺
内
信

一
述
と
は
、
口
述
で
は
な
く
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
そ
の
文
章
を
読
み
進
む
う
ち
に
判
明
す
る
。
そ
し
て
、
内
藤

陽
三

・
鶴
嶺
の
経
歴
が
常
滑
に
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
詳
細
に
伝
わ
っ
た
の
か
も
、
こ
の
記
述
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
明
治

２２
年
に
内
藤
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
香
港
間
の
洋
上
で
客
死
し
た
後
、
親
友
で
あ
っ
た
寺
内
は
悼
惜
の
念
に
堪
え
ず
、
上
京
し
て
事
の
顛
末

を
知
る
在
京
の
友
人
達
に
尋
ね
て
お
い
た
の
だ
が
、
そ
の
時
は
果
た
さ
ず
に
、
明
治
２５
年
の
夏
に
時
間
が
あ
っ
た
の
で
整
理
箱
を
開
く

と
、
鶴
嶺
の
消
息
が
山
の
よ
う
に
入
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
読
み
つ
つ
涙
を
こ
ぼ
し
、
旧
友
の
こ
と
を
想
い
、　
一
日
を
か
け
て
こ
の
略
伝

を
書
い
た
も
の
で
あ
る
と
。

そ
し
て
、
『知
多
郡
史
』
の
編
纂
者
は
、
寺
内
の
記
述
し
た
も
の
を
活
字
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
編
纂
者
の
人
名
は
、
書
中
に

記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
こ
の
部
分
の
担
当
者
も
当
然
の
ご
と
く
書
か
れ
て
い
な
い
。
郡
役
所
の
担
当
者
が
、
郡
内
の
町
村
役
場
や

学
校
な
ど
の
機
関
に
連
絡
し
て
、
歴
史
的
資
料
を
収
集
し
、
そ
の
中
か
ら
選
択
し
て
掲
載
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

『知
多
郡
史
』
の

「内
藤
鶴
嶺
略
伝
」
と
先
の

『常
滑
陶
器
誌
』
の
内
藤
陽
三
に
つ
い
て
の
記
述
を
比
較
す
る
と
、
明
ら
か
に
共
通

し
て
お
り
、
陶
器
誌
も
寺
内
作
の
伝
記
を
見
て
要
約
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。

４
　
故
内
藤
陽
三
伝

平
成
Ｈ
年
秋
に
常
滑
市
民
俗
資
料
館
で
開
催
し
た

『常
滑
陶
業
の

‐００
年
』
展
は
、
と
こ
な
め
焼
共
同
組
合
の
母
胎
で
あ
る
常
滑
陶
器

4



同
業
組
合
の
成
立

‐００
周
年
を
記
念
す
る
企
画
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
企
画
に
あ
た
り
、
常
滑
市
立
陶
磁
器
会
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い

た
資
料
を
見
る
と
、
少
な
い
な
が
ら
前
身
の
常
滑
陶
器
館
時
代
の
資
料
が
あ
り
、
そ
の
中
に

『故
内
藤
陽
三
偉
』
も
含
ま
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
常
滑
陶
器
館
は
昭
和
５
年
に
建
っ
た
施
設
で
あ
り
、
こ
の
伝
記
は
そ
れ
よ
り
、
は
る
か
に
古
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

縦
２７
・
２
ｃｍ
、
横
３９
。
８
ｃｍ
の
和
紙
を
袋
綴
じ
に
し
、

３６
頁
に
わ
た
っ
て
毛
筆
手
書
き
さ
れ
た
冊
子
で
あ
っ
た
。
表
紙
に
は

「故
内
藤

陽
三
偉
　
写
　
寺
内
信

一
作
」
と
あ
り

「亡
友
内
藤
鶴
嶺
略
偉
　
寺
内
信

一
述
」
「鶴
嶺
終
焉
」
「鶴
嶺
逝
後
」
と
い
う
構
成
に
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
そ
の
構
成
、
タ
イ
ト
ル
の
一
致
か
ら
し
て
明
ら
か
に

『知
多
郡
史
』
の

「内
藤
陽
三
略
伝
」
の
原
本
で
あ
る
と
考
え

ら
る
も
の
で
あ
る
。

表
題
と
作
者
の
間
に
あ
る

「写
」
の
文
字
は
、
原
本
を
写
し
た
も
の
の
意
味
に
も
取
れ
る
が
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
写
し
た
人
物
の

署
名
が
ど
こ
か
に
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
だ
が
、
こ
の
冊
子
の
ど
こ
に
も
そ
う
し
た
記
載
は
見
当
た
ら
な
い
。
あ
る
い
は
、
作
者
の
寺
内

が
写
本
を
何
冊
か
作
り
関
係
方
面
に
配
布
し
た
た
め
に
、
あ
え
て

「写
」
を
入
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
関
連
す
る
の
は
、
「鶴
嶺
逝
後
」
の
部
分
に
鶴
嶺
の
遺
子
が
、
祖
父
に
養
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
く
だ
り
で
貼

り
紙
が
あ
り
、
そ
こ
に

「遺
子
銅

一
郎
氏
　
明
治
四
十
二
年
大
阪
医
学
校
二
在
留
ス
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
筆
跡
は
、
や
や
硬
く

な
っ
て
は
い
る
が
本
文
の
そ
れ
に
類
似
し
て
い
る
と
見
う
け
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
原
本
は
明
治
２５
年
に
作
成
し
、
明
治
４２
年
の
段
階
で
新
た
に
写
本
を
作
り
、
そ
こ
に
新
し
い
情
報
と
し
て
貼
り
紙
を
し
た

か
、
ま
た
は
明
治
２５
年
段
階
で
何
冊
か
の
写
本
を
作
成
し
て
あ
り
、
も
と
め
に
応
じ
て
配
布
し
た
の
だ
が
、
新
し
い
情
報
は
そ
の
つ
ど

貼
り
紙
型
式
で
加
え
ら
れ
た
と
見
る
見
方
が
成
り
立
つ
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
明
治
４２
年
と
い
つゝ
年
は
、
『常
滑
陶
器
誌
』
の
刊
行
が
明
治
４５
年
１
月
と
あ
り
、
そ
の
企
画
か
ら
編
修
作
業
を
考
え
る
と
、

こ
の
陶
器
誌
編
纂
の
企
画
が
持
ち
あ
が
っ
た
こ
ろ
の
時
期
と
も
推
測
可
能
な
年
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
こ
の
本
の
巻
頭
例
言
に
は
、
井



上
素
三
、
平
野
六
郎
、
藤
井
廣
吉
の
三
氏
に
多
大
な
助
力
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
井
上
素
三
は
名
工
と
し
て
数
え

ら
れ
る
常
滑
の
陶
工
で
あ
り
、
ま
た
常
滑
の
古
作
品
の
鑑
定
も
行
っ
て
い
る
人
物
で
あ
る
。
さ
ら
に
自
身
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
、
こ
の

本
に
写
真
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
藤
井
廣
吉
は
常
滑
の
写
真
と
印
刷
業
の
パ
イ
オ
ニ
ア
的
人
物
で
あ
り
、
本
書
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
は
同

氏
の
撮
影
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
平
野
六
郎
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
内
藤

。
寺
内
と
の
関
係
で
紹
介
し
た
が
、
常
滑
の
窯
業

史
に
関
し
て
は
最
も
該
博
な
知
識
を
そ
の
当
時
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
人
物
で
あ
る
。

因
み
に
編
者
に
し
て
著
作
者
と
な
っ
た
瀧
田
貞

一
は
、
そ
の
当
時
の
家
業
が
木
綿
問
屋
の
店
主
で
あ
り
、
発
行
母
胎
と
な
っ
た
常
滑

町
青
年
会
の
会
長
で
あ
っ
た
。
特
に
常
滑
の
窯
業
史
に
通
じ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
平
野
六
郎
の
関
与
は
不
可
欠
で
あ
っ

た
と
推
測
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
想
像
を
遥
し
く
す
れ
ば
、
瀧
田
か
ら
こ
の
話
を
持
ち
か
け
ら
れ
た
平
野
は
、
い
ろ
い
ろ
な
資
料
を
収

集
す
る
中
で
恩
師
で
あ
る
寺
内
に
も
、
そ
の
協
力
を
依
頼
し
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

『知
多
郡
史
』
と
の
比
較
を
行
う
と
、
全
外
の
文
章
は
完
全
に
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
、
仮
名
遣
い
や
文
字
の
違
い
は
文
意
を
損

な
わ
ぬ
程
度
な
が
ら
、
随
所
に
認
め
ら
れ
た
。
書
体
は
か
な
り
く
ず
し
て
あ
り
、
変
体
仮
名
も
ふ
ん
だ
ん
に
使
わ
れ
て
い
る
た
め
、
誤

読
も
あ
り
得
よ
う
が
、
か
な
り
急
い
で
読
み
解
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
節
が
あ
る
。

５
　
内
藤
陽
三

・
鶴
嶺
に
つ
い
て

わ
ず
か
に
３０
年
の
生
涯
で
あ
り
、
内
藤
陽
三

・
鶴
嶺
の
人
物
と
業
績
に
つ
い
て
は
、
寺
内
の
略
伝
に
ほ
ぼ
尽
き
て
し
ま
う
の
で
あ
る

が
、
茨
城
大
学
教
育
学
部
の
金
子

一
夫
氏
が
工
部
美
術
学
校
の
彫
刻
教
育
に
つ
い
て
ま
と
め
ら
れ
た
論
文
の
中
に
、
内
藤
の
ベ
ル
リ
ン

滞
在
中
に
や
は
り
留
学
中
の
旧
津
和
野
藩
亀
井
家
当
主
で
、
そ
の
当
時
子
爵
で
あ
っ
た
亀
井
姦
明
と
交
流
が
あ
り
、
そ
の
関
係
で
内
藤

は
姦
明
の
養
父
で
あ
り
、
最
後
の
津
和
野
藩
主
で
あ
っ
た
亀
井
姦
監
の
半
身
像
を
明
治
２‐
年
に
制
作
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
る
。
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ま
た
、
寺
内
の
記
述
で
は
、
内
藤
が
ド
イ
ツ
の
ベ
ル
リ
ン
ヘ
渡
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
意
外
な
と
こ
ろ
で
明
か
に
な
っ
て
き
た
。
内
藤
や
寺
内
が
工
部
美
術
学
校
を
卒
業
し
て
の
ち
新
皇
居
の
造
営
事
業
に

携
わ
り
、
そ
の
計
画
の
頓
挫
に
よ
つ
て
常
滑
に
た
ど
り
着
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
皇
居
の
設
計
者
は
、
日
本
の
近
代
建
築
学
の
基
礎

を
築
い
た
イ
ギ
リ
ス
人
コ
ン
ド
ル
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
内
藤
が
常
滑
を
去
っ
た
明
治
１８
年
こ
ろ
の
東
京
で
は
、
内
務
省
が
東
京
市
区

改
正
局
の
新
設
を
太
政
官
に
求
め
、
外
務
省
は
官
庁
集
中
計
画
の
た
め
の
部
局
と
し
て
臨
時
建
築
局
の
創
設
を
上
申
し
て
い
た
時
期
で

あ
っ
た
。

明
治
１４
年
に
着
工
し
１６
年

（
一
人
八
三
）
に
落
成
し
た
鹿
鳴
館
は
、
外
務
卿
井
上
馨
の
企
画
で
あ
り
、
そ
の
設
計
に
当
っ
た
の
が
コ

ン
ド
ル
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
明
治
１８
年
、
井
上
は
欧
米
列
強
と
の
不
平
等
条
約
改
正
の
た
め
、
内
務
省
の
商
業
都
市
化
計
画
に
対
し

て
、
鹿
鳴
館
の
都
市
化
と
も
い
う
べ
き
官
庁
集
中
計
画
を
コ
ン
ド
ル
に
求
め
た
時
期
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
井
上
の
方
針
と
コ

ン
ド
ル
の
構
想
に
は
隔
た
り
が
あ
り
、
井
上
は
コ
ン
ド
ル
を
見
切
り
、
鉄
血
宰
相
ビ
ス
マ
ル
ク
内
閣
の
技
術
顧
問
グ
ル
ー
プ
に
接
近
し
、

ド
イ
ツ
の
ネ
オ
バ
ロ
ッ
ク
様
式
の
旗
手
、
ヘ
ル
マ
ン
・
エ
ン
デ
と
契
約
す
る
に
至
っ
た
。
た
だ
し
、
エ
ン
デ
は
当
時
５７
歳
で
あ
り
、
正

式
な
契
約
者
は
、
建
築
事
務
所
を
共
同
経
営
し
て
い
た
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ベ
ッ
ク
マ
ン
煮
卜牌Ｆ
牌Ｂ
田
子
肝Ｂ
Ｓ
ぃ
で
あ
っ
た
。
こ
の
ベ
ッ

ク
マ
ン
こ
そ
、
寺
内
の
記
述
に
あ
る

「ペ
ク
マ
ン
氏
」
で
あ
る
。
『常
滑
陶
器
誌
』
で
は
、
こ
れ
を

「ペ
リ
マ
ン
」
と
誤
読
し
て
い
る

が
、
寺
内
の
文
字
を
見
る
と
責
め
ら
れ
な
い
間
違
い
で
あ
る
。

こ
の
ベ
ツ
ク
マ
ン
が
助
手
の
メ
ン
ツ
を
伴
っ
て
来
日
し
た
の
が
明
治
１９
年
の
１
月
で
あ
っ
た
。
ベ
ッ
ク
マ
ン
は
来
日
後
二
ヶ
月
で
東

京
全
体
を
バ
ロ
ツ
ク
都
市
に
改
造
す
る
案
を
ま
と
め
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
東
京
の
地
形
や
地
質
を
調
べ
、
調
達
で
き
る
資
材
の
質
や

日
本
人
技
術
者
の
レ
ベ
ル
を
調
べ
て
ま
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
不
足
を
補
う
た
め
に
日
本
人
技
術
者
の
ド
イ
ツ
ヘ
の
留
学

と
ド
イ
ツ
人
技
術
者
の
チ
ー
ム
を
招
聘
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

筆
者
が
こ
の
情
報
を
得
た
の
は
、
藤
森
照
信
著

『明
治
の
東
京
計
画
』
と
で
つ
本
の
文
庫
版
を
偶
然
手
に
し
た
こ
と
に
よ
る
の
だ
が
、



そ
の
ベ
ッ
ク
マ
ン
の
提
案
に
よ
っ
て
ド
イ
ツ
に
渡
っ
た
人
名
に
内
藤
隆
三
の
名
を
見
出
し
た
と
き
に
は
驚
か
さ
れ
た
。
早
速
、
先
生
の

も
と
へ
隆
三
が
陽
三
の
誤
認
で
は
な
い
か
と
の
旨
照
会
の
手
紙
を
出
し
、
確
か
に
陽
三
で
あ
る
と
の
ご
返
答
を
頂
載
し
た
と
き
に
は
、

確
実
と
は
信
じ
て
い
な
が
ら
も
狂
喜
し
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
経
緯
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
個
所
を
示
す
と

「日
本
か
ら
も
、
エ
ン
デ
、
ベ
ッ
ク
マ
ン
を
身
元
引
受
け
に
頼
み
、
多
く
の
技
術
者

が
ド
イ
ツ
ヘ
向
う
。
政
府
給
費
に
よ
り
臨
時
建
築
局
の
妻
木
頼
黄
と
渡
辺
譲
が
、
ベ
ッ
ク
マ
ン
奨
学
金
に
よ
り
河
合
浩
蔵
が
、
そ
れ
ぞ

れ
ベ
ル
リ
ン
エ
科
大
学
を
め
ざ
し
た
の
を
は
じ
め
、
建
築
彫
刻
の
内
藤
防
三
も
選
ば
れ
、
さ
ら
に
こ
と
は
職
人
に
も
お
よ
び
、
大
工
、

左
官
、
石
工
、
屋
根
職
、
煉
瓦
工
、
ペ
ン
キ
職
、
銹
職
な
ど
十
三
名
、
そ
し
て
浅
野
セ
メ
ン
ト
派
遣
の
セ
メ
ン
ト
伝
習
生
三
名
も
加
え

る
と
、
留
学
生
は
都
合
２０
名
に
お
よ
ん
だ
。」
（二
七
〇
頁
）
と
い
つゝ
の
で
あ
る
。
（隆
を
陽
に
訂
正
）

寺
内
の
伝
記
で
は
明
治
１９
年
の
１１
月
１０
日
に
内
藤

一
行
は
横
浜
を
出
た
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
一
行
の
中
に
内
藤
を
推
薦

し
た
と
書
か
れ
て
い
る
河
合
浩
蔵
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
も
、
寺
内
の
記
述
内
容
は
信
憑
性
が
高
い
と
言
え
よ
う
。
さ
ら
に
、

先
に
金
子
氏
の
紹
介
す
る
内
藤
作
品
で
触
れ
た
旧
津
和
野
藩
亀
井
家
の
当
主
亀
井
姦
明
も
明
治
１９
年
Ｈ
月
に
出
発
し
た
と
さ
れ
て
い

る
。
宮
内
省
に
勤
務
し
て
い
た
亀
井
は
、
帝
室
儀
式
調
査
の
名
日
で
留
学
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
実
、
美
術
理
論
研
究
の
た
め
の
留

学
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

内
藤
を
指
導
し
た
と
さ
れ
る
オ
ッ
ト
、
レ
ッ
シ
ン
グ
な
る
人
物
は
、
お
そ
ら
く
オ
ッ
ト
ー

。
レ
ッ
シ
ン
グ
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
人
物

像
は
相
変
わ
ら
ず
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
初
め
に
内
藤
が
与
え
ら
れ
た
課
題
で
あ
る

「ア
カ
ン
ト
の
葉
」
は
、
南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
原
産

の
キ
ツ
ネ
ノ
マ
ゴ
科
ハ
ア
ザ
ミ
属
の
大
形
多
年
草
で
ア
カ
ン
サ
ス
と
呼
ば
れ
る
植
物
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
葉
の
図
柔
化
さ
れ
た
文
様

は
、
コ
リ
ン
ト
式
の
柱
頭
や
ロ
ー
マ
建
築
の
壁
面
装
飾
に
多
用
さ
れ
る
と
い
う
。
内
藤
が
教
え
を
受
け
た
ラ
グ
ー
ザ
は
、
工
部
美
術
学

校
の
生
徒
に
ギ
リ
シ
ヤ
の
古
彫
刻
の
立
派
な
事
を
談
じ
、
学
校
の
備
品
と
し
て
ギ
リ
シ
ャ
、
ロ
ー
マ
の
彫
刻
の
石
膏
模
型
が
買
い
入
れ

ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
さ
ら
に
金
子
氏
が
切
治
１５
年
の
年
記
を
墨
書
し
た
石
膏
作
品
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
人
杉
啓
次
郎
作
の

「柱

8



頭
」
の
一
部
に
は
ア
カ
ン
サ
ス
の
表
現
と
お
も
わ
れ
る
装
飾
も
認
め
ら
れ
る
。

内
藤
は
師
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
給
料
を
受
け
て
皇
太
子
の
宮
殿
造
営
工
事
に
携
わ
り
、
内
藤
と
同
行
し
た
人
々
が
帰
国
し
た
後

も
ド
イ
ツ
に
留
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
藤
森
氏
の
著
書
が
ま
た
参
考
に
な
る
。
つ
ま
り
、
明
治
２０
年
７
月
に
な
っ

て
、
井
上
馨
を
全
権
代
表
と
し
て
行
わ
れ
て
き
た
不
平
等
条
約
改
正
交
渉
は
破
談
決
裂
の
事
態
に
至
っ
た
。
そ
の
責
任
を
取
り
井
上
馨

は
外
務
大
臣
を
辞
任
し
、
臨
時
建
築
局
総
裁
の
職
か
ら
も
離
れ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
そ
し
て
東
京
の
都
市
計
画
事
業
は
外
務
省
か

ら
、
対
立
関
係
に
あ
っ
た
内
務
省
に
移
さ
れ
、
明
治
２‐
年
１
月
に
は
、
ド
イ
ツ
留
学
の
制
を
打
ち
切
り
、
建
築
家
と
職
人
は
学
業
半
ば

に
し
て
本
国
に
召
喚
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
つ
て
、
内
藤
が
ド
イ
ツ
に
残
留
を
希
望
し
て
も
、
国
と
し
て
は
方
針
が
大
き
く
転

換
さ
れ
る
可
能
性
も
大
き
く
、
そ
れ
を
聞
き
入
れ
る
余
裕
が
あ
っ
た
と
い
つヽ
こ
と
で
あ
ろ
つゝ
。

参
考
文
献

「工
部
美
術
学
校
に
お
け
る
彫
刻
教
育
の
研
究

（１
と

金
子

一
夫

・
伊
沢
の
ぞ
み

『茨
城
大
学
荻
育
学
部
紀
要

（人
文

・
社
会
科
学
，

芸
術
産

第
４２
号

一
九
九
三
年
　
茨
城
大
学

「工
部
美
術
学
校
に
お
け
る
彫
刻
教
育
の
研
究

（２
と

金
子

一
夫

・
伊
沢
の
ぞ
み

『茨
城
大
学
教
育
学
部
紀
要

（人
文

。
社
会
科
学
，

芸
術
と

第
４４
号

一
九
九
五
年
　
茨
城
大
学

『知
多
郡
史
』
下
巻
　
愛
知
県
知
多
郡
役
所
　
一
九
二
三
年

『明
治
の
東
京
計
画
』
同
時
代
ラ
イ
ブ
ラ
リ
１
１８
、
藤
森
照
信

一
九
九
〇
年
　
岩
波
書
店

※
史
料
の
活
字
化
作
業
は
、
中
野
晴
久
が
行
っ
た
が
、　
一
部
難
読
箇
所
は
、
民
俗
資
料
館
友
の
会

古
文
書
部
会
の
北
川
副
夫
氏
の
ご
助
言
を
頂
い
た
。
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写
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信
一
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噺
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寸
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硼
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互
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っ
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五
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ぇ
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ぜ
峰
孝
強
孝

芽
学孝
み森
タ
イ
等

■ヽ

砲

み

ヤ

多

え

鷲

Ｙ

響

み

洛

島

ど

を

ウ

を

密

た

亡
友
内
藤
鶴
嶺
略
伝

寺
内
信

一
述

鶴
嶺
姓
ハ
内
藤
講
ハ
陽
三
と
い
ふ
幕
府
旗
下
の
臣
に
や
幕
府
の

政
や
み
て
よ
り
静
岡
県
士
族
と
ハ
な
り
ぬ
本
姓
ハ
白
野
氏
其
父
を
夏
雲

と
そ
申
し
た
る
鉱
物
の
学
を
修
め
名
あ
る
人
な
り
鶴
嶺
は
其
第
三
子
也

幼
き
と
き
内
藤
と
い
へ
る
家
に
養
は
る
鶴
嶺
幼
少
の
時
に
静
岡
な
る
鶴

嶺
ど
な
ん
云
へ
る
所
に
あ
り
し
か
は
や
か
て
号
を
鶴
嶺
と
と
な
へ
け
る
と
自

ら
物
語
り
き
家
に
は
養
母
の
君
只
独
り
に
て
お
は
し
け
る
か
家
の
禄
な
と
も
大

方
鶴
嶺
修
業
の
料
に
用
ひ
は
た
し
て
い
る
と
か
東
京
に
て
も
い
と
と
こ
ろ
せ
ま
か

り
し
住
ひ
し
て
け
り

明
治
十
五
年
の
夏
工
部
美
術
学
校
を
卒
業
し
て
第

一
等
の
課
第
に
登
り

三
人
目
に
は
な
り
ぬ
生
れ
付
美
術
の
芸
に
は
さ
か
し
く
し
て
あ
な
か
ち
に

「
・

|

ヒ__



み

ゑ

“

宅
芹
泳

件

少

４
た
せ

彿

力
ぅ
ち

夕
ば

静
判

ソ

劣

Ｆ

ｔ

ゑ
玄

基舞
暴
転
撥
斜
籍
婦
霧

舞
幾
鑢
鶏
解
疑
軒
将
銀
洒
縮
辮癒

裂「
立除

輩

‘鬼

汗
オ
フゎ
な
に

士

呼
鷺

珍

染
Ｊ
浦

協

が

ど

旅

―
多
ぐ
勉

熟

手
本
に
も
よ
ら
す
め
で
た
き
手
な
り
し
か
ば
師
も
い
と
た
の
も
し
く
思
ひ

て
教
へ
ら
れ
た
る
さ
て
美
術
学
校
ハ
此
年
限
り
廃
校
と
な
り
け
れ
ハ
鶴
嶺
ハ

し
は
し
の
間
学
校
に
傭
は
れ
其
物
具
等
取
片
附
を
な
し
た
る
か
程
な
く
皇

居
御
造
営
事
務
局
に
傭
と
な
る
事
務
局
に
て
は
兼
て
よ
り
寺
内
信

一
小
林

栄
次
郎

（後
辞
職
し
て
金
沢
へ
行
く
）
等
あ
り
て
山
里
に
建
立
あ
る
へ
き
正
殿

雛
形

（五
十
分
の
一
）
の
製

造
に
着
手
せ
り
鶴
嶺
と
共
に
種
々
評
議
を
廻
ら
し
洋
土
（油
土
）に
て
之
を
作
る

後
に
菊
地
鋳
太
郎
佐
野
昭
な
ど
も
備
と
な
り
明
治
十
六
年
の
夏
此
雛
形

落
成
に
及
ぶ
し
か
る
に
上
々
に
て
も
こ
れ
の
評
議
あ
ら
せ
ら
れ
し
に
や
兎
角

今
の
我
国
の
技
芸
に
て
西
洋
式
の
建
築
の
皇
城
を
造
り
て
欧
洲
大
国
の
美

術
と
肩
を
比
べ
ん
事
思
ひ
も
よ
ら
す
か
か
る
建
築
ハ
佛
国
の
町
な
る
割
烹

店
に
も
し
か
じ
な
ど
そ
し
る
人
も
あ
り
三
條
大
臣
に
も
此
雛
形
御
覧
し
て

聖
上
ヘ
ハ
別
に
印
刷
局
に
頼
み
て
写
真
と
な
し
て
奏
上
し
ぬ
上
の
人
々
に
も
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滞
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ザ
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翻
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亮
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あ
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ク
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弦

文

あ

へ

み
魯

と

冬

ゑ

チ
代
´

疹

ゑ

グ

歩
れ

せ

影

泳

修

宅

素

誓
亀

ヽ

働

時

す

と
宏

瑾

‘子

Ｖ

う
ち
よ
‘】
み
さ
■

鱗

諺

ダ

塊

嫁

く
立髯

嫁
拶

総
と
筵

沙
准

】
ｐ
瑾

ン
ヽ
孝

刻
ご
伶
班
猛
報
ψ
滲
旅

多
力
多
０

〒
整
歳
セ
′（
ず
ザ
協
ヾ
と
宅
ソ
・を
あ
宥
封
ゑ
”，女
７

搾
？
を
，れ
〓
η
修
少
か多
η
わ
な
と
辞
資
寸
み
】
ヾ

此
イ

姥

了

ヶ

侍

・子
落

章

逸

之

彩

生
律

扶

ｔ
乾

乏

壁
呼

Σ

う

あ
つ
な

纂

霧

雄

渓

難

�

期

弩

ｔ
み

撹

η

ｉ

螢

花

ん
浄

デ
な

を

持
τ

ｒ
盆

歩

代

ヒ_…____  ___

評
議
ま
ち
ま
ち
に
て
日
本
に
は
日
本
故
有
の
わ
ざ
社
ふ
さ
は
し
け
れ
さ
る
を

今
回
風
を
棄
て
て
明
り
に
彼
を
擬
し
吾
拙
劣
を
彼
に
示
し
遂
に
は
皇

室
の
御
稜
威
に
ハ
障
り
な
ん
ま
し
て
我
国
の
番
匠
の
手
な
れ
ぬ
業
に
て

高
代
不
易
の
建
立
せ
ん
事
然
る
へ
か
ら
す
と
云
ふ
も
の
数
多
く
出
来
て
遂
に

西
洋
式
の
正
殿
建
立
ハ
中
こ
ろ
止
み
ぬ
さ
れ
は
鶴
嶺
初
め
皆
々
辞

職
の
願
を
免
さ
れ
御
造
営
を
も
引
き
ぬ
鶴
嶺
は
其
後
只
な
す
へ
き

事
も
な
く
て
過
き
ん
事
の
回
惜
さ
よ
な
と
い
ひ
て
そ
こ
か
し
こ
心
あ
り
け
な
る

や
か
ら
を
と
ふ
ら
ひ
て
給
得
ん
す
へ
も
か
な
と
都
を
ハ
ま
と
ひ
あ
り
き

け
り
信

一
と
は
二
な
き
友
達
な
れ
ば
共
に
世
に
遇
は
さ
る
事
の
つ
れ

な
き
事
を
語
り
あ
ひ
き
此
頃
工
部
権
大
技
長
宇
都
宮
三
郎
殿
尾

張
国
知
多
郡
常
滑
に
ま
か
ら
れ
て
村
人
呼
ひ
集
へ
て
此
村
に
陶
器
の
学
校

た
て
て
若
き
も
の
と
も
を
教
へ
た
ら
ん
に
は

一
村
の
業
も
今

一
入
進
み
な
ん
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ゑ
零
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ｙ
私
椰

め

み

、強

カ

ユ

と
次
駆

府
オ
４
ゞ
１
漱
考

Ｔ
ィ

薪
鍵

箕

銘

経

晩
察

胎

債

力
空
そ

孝

砕

ギ

充

ヶ

管

鵞

控

Ψヱ

籠

あ

つ
及

亀

ｔ

確

ヾ
ι

ゝ
拷

ゑ

協

せ

稜

本之

鑑

あ

２
‘
滋

２

珠

恥

浄

ラ

野

生

更

哲
モ
を
珍
多
抜
″
な
す
ガ

吃

珍

場

簑

氷

箔

杉

分

〃η
筆
基
芽
霧
才とり枠

と
か
た
ら
れ
け
れ
ハ
村
人
も
こ
は
い
と
よ
き
て
た
て
な
り
と
て
や
か
て
宇

都
宮
よ
り
鶴
嶺
を
ま
ね
き
て
之
か
師
に
招
き
た
る
明
治
十
六
年
の
夏

な
り
け
り
鶴
嶺
ハ
東
京
を
立
て
尾
張
名
古
屋
に
ま
か
り
て
宇
都
宮
技
長

に
も
対
面
し
て
疾
く
常
滑
に
い
た
り
美
術
研
究
所
と
い
ふ
を
設
け
生

徒
十
人
斗
り
も
教
へ
て
あ
り
け
り

此
美
術
研
究
所
ハ
全
く
専
門
美
術
家
を
教
ふ
る
な
り
た
ち
に
て
工

部
美
術
学
校
の
形
を
其
ま
ま
取
り
来
り
悉
く
欧
洲
の
も
の
な
り
常

滑
に
ハ
左
ま
で
要
用
と
も
覚
死
す
さ
れ
と
も
美
術
家
の
教
育
学
に
暗

き
と
工
部
美
術
学
校
に
て
学
ひ
た
る
徒
の
見
識
に
は
世
の
中
の
実

業
徒
弟
学
校
等
の
組
織
学
課
授
業
法
な
と
の
見
聞
な
き
を
以
て
な
り

此
れ
此
時
の
実
業
教
育
の
程
度
と
し
て
見
る
も
可
な
ら
ん
そ
ハ
人
に
も
之

か
な
り
た
ち
教
へ
方
等
を
そ
し
り
又
は
な
ほ
す
も
の
た
き
な
か
り
彫
刻
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ハ
実
物
写
生
を
な
し
画
ハ
鉛
釜
回
に
て
其
他
幾
何
画
法
等
も
教
へ
人
物

肖
像
も
作
れ
り
此
研
究
所
後
に
漸
々
改
良
し
て
全
く
徒
弟
学
校
の
如

き
も
の
と
な
り
た
り

明
治
十
六
年
夏
頃
よ
り
同
十
八
空
良
頃
ま
て
常
滑
美
術
研
究
所
教
を

勤
め
月
給
弐
拾
五
円
に
て
あ
り
し
か
鶴
嶺
は
経
済
之
事
に
迂
遠
に
し
て
兼
て
東

京
に
於
て
困
窮
せ
し
と
き
に
所
持
の
書
籍
も
大
方
質
物
と
な
し
た
れ
は
毎

月
金
拾
円
を
東
京
な
る
老
母
及
妻
子
の
許
に
送
り
余
金
は
常
滑
に

於
て
用
ひ
ぬ
酒
ハ
数
多
ハ
の
ま
ね
と
も
折
に
触
れ
て
物
す
平
生
食
を
慎
ま

さ
り
し
ハ
鶴
嶺
か
体
力
を
損
せ
し
原
因
な
ら
ん
食
餌
ハ
兎
角
躁
急
に

し
て
能
く
咀
疇
ぜ
ず
自
か
ら
謂
う
食
を
早
く
喰
ふ
も
又
武
士
の
一
芸

な
り
と
甘
味
な
る
菓
子
な
と
人
よ
り
も
ら
ひ
た
る
に
も
直
に
箱
の
蓋
を
披

き
見
る
か
中
に
く
ひ
尽
く
し
て
貯
へ
て
後
日
の
料
と
な
す
事
さ
ら
に
な
し
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通

吻

笠

際

子
を

考
彦

あ
菊

考

夢
監

惣

籍

必
穏

で

′梅

ｔ
孝

報
漁
主

垂

Ｔ
法

姪
斐

ｙ

η
あ

蒸

′
¢
念

と

そ

越

と
み

ｋ

生
４

姦

考
秘

権

覺

惚
▼

上

つ
子
に
ｔ
ｒ
そ
佐沙
η
捨
歿
・ゑ
イ

そ
浪
ｗ
”
言

奄
吾
τ

怒
蕨

紗
乃
ち
拿ヽ

今

ラェ
鉾

秘

盗
毛

挺

孝

鶴
―
覧

盗

弗
ぐ
玖
惚
ね
Υ
塗
歩
争
テ争

荘
お
技
当
覇

拷
ょ
塚
「
ィ
ぶ
負

移

】
を
離
孝
あ
‥与
宙

れ
ガ

居
室
は
塵
埃
う
つ
高
く
な
る
も
自
ら
掃
ふ
事
な
し
弟
子
の
と
も
か
ら

之
を
見
兼
て
鶴
嶺
不
在
の
と
き
私
か
に
掃
除
を
な
す
か
か
る
人

な
る
に
言
語
ハ
殊
更
に
少
な
く
初
め
て
遇
ひ
た
る
人
な
と
に
は
た
え
て
己

の
意
見
な
と
も
語
ら
す
余
曾
て
鶴
嶺
の
紹
介
に
よ
り
て
常
滑
の
陶
器

製
造
家
鯉
江
高
司
に
傭
は
れ
て
明
治
十
六
年
秋
に
彼
地
へ
ま
か
り
ぬ

余
と
内
藤
と
互
に
無
二
の
親
友
な
れ
ハ
窮
病
相
救
護
し
何
事
も

つ
つ
ま
す
言
ひ
あ
か
す
習
な
り
鶴
嶺
か
体
力
至
り
て
弱
け
れ
は
余
之
に

撃
剣
を
勧
む
即
ち
夜
に
入
り
て
倶
に
剣
を
学
ふ
ま
た
力
を
角
し
な
と
す
以

為
く
美
術
者

一
旦
天
下
に
事
も
あ
ら
ハ
技
術
施
す
所
な
し
ま
し
て
戦

乱
ハ
美
術
の
敵
な
れ
は
美
術
者
と
な
り
て
乱
を
鎮
む
る
事
を

務
め
さ
る
へ
か
ら
す
と
是
に
於
て
武
人
に
て
金
拾
五
円
斗
り
出
し

合
ひ
て
馬

一
頭
を
買
ひ
閑
暇
あ
る
毎
に
の
り
て
馳
せ
ま
わ
り
け
は
し
き
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カ
ー
ー
ー

ー
ー
ー
ー 舞

鶴
理
麟
輩

義
鏃
権
誓
筵

拷
鞘

厩

籍

野
魏
霧

―
♭
氏壁
賂
験
，務
を
之
ブ
伴嘉
考
み
刀
杉
脅
ド
ｔ
か
泌
い

著

＆

Ｔ

瑳

辱

後

顎

後

で

た
鮮
考
多

娑

尼

暢

挙
た
奉
務
担
翡
燃
募
ま
芝
捧
７
遵
抄
酔

↑ヽお
孝
ぅ

鹿
整
毛

山
等
も
乗
り
渡
り
て
爛
ふ
か
く
し
て
常
滑
研
究
所
ハ
屡
々
中
止

の
姿
と
な
り
て
此
度
ハ
愛
知
県
の
補
助
金
も
な
く
な
り
け
れ
は
常

滑
村
の
人
清
水
守
衛
と
な
ん
い
へ
る
人

一
人
に
て
資
金
を
投
し
弥
々

新
に
製
造
工
場
を
立
て
ぬ
さ
て
鶴
嶺
ハ
東
京
江
帰
り
て
其
後
任
に
ハ

菊
地
鋳
太
郎
と
い
ふ
人
来
れ
る
も
此
人
ハ
鶴
嶺
の
如
く
少
し
も
日
本
画

等
に
志
あ
る
に
も
あ
ら
す
純
粋
の
西
洋
風
の
み
な
れ
は
業
拙
し
と
て
人
々

か
ま
ひ
す
し
く
い
ひ
け
れ
は
二
月
斗
り
あ
り
て
東
京
へ
上
り
其
後
更
に
帰

ら
す
其
後
ハ
寺
内
信

一
か
は
り
て
研
究
所
教
師
と
ハ
な
り
ぬ
此
頃

此
方
に
て
製
造
な
し
た
る
物
品
を
販
売
せ
ん
と
て
東
京
に
支
店
を
物

し
け
れ
は
鶴
嶺
ハ
始
終
此
事
に
奔
走
尽
力
し
て
あ
り
し
も
今
ハ
清

水
守
衛
よ
り
定
額
の
給
料
と
て
は
得
さ
れ
は
吾
家
の
話
斗
も
滑
な

ら
す
兼
て
常
滑
に
て
求
め
て
帰
り
し
嘘
輯
を
も
吾
宅
に
居
え
て

1フ



津

炒

伊
携

ψ

わ

４

党

だ

件
そ

娑

ｔ

判

瑕

準

鬱

吟

旅
´

を

讐
鶴
斃
範
推
移
睦
斯
静

滲
珍
）
と
４
τ
移
盈
Ｆ
甍

夕
乾

れ

遂

堵

淫

場

Й
“
≫
倉
貌
ψ
歳
ク
″
憲
み
ョ
屯
夜
ｋ
切
ラ
を
ぐ
子
立
毒
ユ

酔

範

賜

舞

耗

打

孝

彰

惣

容

何
く
れ
と
作
れ
と
も
金
に
な
る
へ
く
も
な
し
此
頃
赤
坂
に
生
言
学

校
と
て
望
壁
師
の
徒
弟
の
夜
学
校
立
ち
ぬ
鶴
嶺
之
か
師
と
な
れ
と
も

固
よ
り
薄
き
給
な
れ
は
家
斗
の
助
と
も
な
り
兼
ぬ
る
を
も
て
又
々
東

京
に
て
知
己
の
や
か
ら
や
か
ら
を
と
い
あ
り
き
て
よ
き
機
会
も
あ
ら
は
仕

官
せ
ん
と
志
さ
す
河
合
浩
蔵
と
な
ん
い
へ
る
人
ハ
エ
部
大
学
校

の
卒
業
生
に
て
建
築
家
な
れ
は
兼
ね
て
皇
居
御
造
営
に
て
入
魂

に
な
り
此
度
鶴
嶺
の
身
途
に
付
き
て
も
種
々
に
思
ひ
を
廻
ら
し
け
る
折
し
も

内
務
省
建
築
局
に
て
生
徒
等
の
建
築
家
数
人
を
独
逸
に
派
遣

せ
ん
と
す
こ
れ
ハ
追
々
国
会
議
事
童
な
と
の
大
建
築
あ
る
下
心
な
り

と
な
ん
河
合
氏
ハ
鶴
嶺
の
為
め
に
上
へ
上
申
し
け
れ
ハ
鶴
嶺
遂
に

独
逸
留
学
生
の
撰
に
営
り
た
り

扱
鶴
嶺
ハ
明
治
十
九
年
十

一
月
十
日
の
事
な
り
け
り
独
逸
人
建
築
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泳

ヾ
う

，

裁
沖

監

塗

孝

胎

Й

な

措

ぇ
施

族

♯

蕉

距

幹

身

ト

ヒ

士
ペ
ク
マ
ン
氏
に
従
い
横
浜
を
解
繕
す
鶴
嶺
此
度
洋
行
す
る
に

就
て
ハ
妻
石
井
氏
懐
妊
に
て
心
持
常
な
ら
す
老
母
の
君
も
ひ
た
す
ら

鶴
嶺
′⊆遠
く
隔
た
り
な
ん
事
お
ほ
つ
か
な
く
て
お
ほ
し
け
る
に
や
し

ひ
て
と
と
め
玉
ふ
も
老
の
身
の
先
少
な
き
よ
り
何
と
な
く
心
も
と
な
く

や
お
ほ
し
け
ん
鶴
嶺
も
殆
と
困
却
し
け
り
或
人
彼
の
宅
に
ま
か
り

け
れ
は
老
母
ハ
切
に
洋
行
の
程
ハ
思
ひ
と
と
ま
る
様
に
諌
め
て
た
ひ
と
た
の

ま
れ
け
れ
は
其
人
老
母
に
向
ひ
御
状
こ
そ
理
な
き
事
な
れ
陽
三

殿
此
度
の
渡
航
ハ
い
と
め
て
た
き
事
と
こ
そ
覚
え
侍
れ
今
更
思

ひ
止
む
る
様
諌
め
ん
事
如
何
に
も
聞
え
難
き
事
に
て
留
守
の
事

ハ
誰
に
て
も
心
を
よ
せ
す
く
し
参
ら
す
べ
き
に
此
後
高
位
高
官
に

も
昇
り
玉
は
ん
家
族
な
れ
は
誰
か
見
捨
侍
ら
ん
心
易
く
お
は
せ

此
度
の
事
皆
人
も
羨
む
へ
き
事
に
て
陽
三
殿
の
仕
合
と
て
か
げ
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極

眸

影
斃

錫

雑

純

夢

錐

簸

力

ら

族

ゞ

益

距

？

～

そ

な

電

亀

士

歩

船

ゑ

芝

経

移

み
屹
盗

み

■
吼

サ

一ｑ

げ

玉

沖

ヾ

く

と

ヾ

サ

歩

音

ヾ

五

砕

湯

メ

響

喘
か

つ
み
ヘ
カ
ゑ
侮
拡
姪
脅
紘
〕降
常
？
２
髯
″
↓
留
薙
″
Ｌ

（
大
物
７
、
ジ
炭
たｔ
ィ

を
．修
え
，と立
し
ゑ

争

Ｉ
拒‐‐‐

購

Ｖ

な
が
ら
士ユロふ
折
か
ら
諌
め
止
む
る
等
は
い
と
を
こ
か
ま
し
う
こ
そ
存

す
れ
か
か
る
事
は
人
の
親
た
る
も
の
も
情
を
ま
け
て
も
す
す
め
申
す
こ
そ

道
理
な
る
若
し
吾
々
の
子
息
等
に
か
か
る
よ
き
仕
合
の
候
ハ
ハ

今
ハ
の
大
病
に
て
も
喜
ひ
て
遣
す
へ
き
に
と
て
謀
め
け
る
と
な
ん

葉
外
め
人
々
も
老
母
は
と
や
か
く
と
ゆ
く
さ
き
の
事
共
思
ひ
や

り
て
老
年
と
な
り
世
の
中
の
う
き
事
も
さ
へ
耳
に
す
る
は
い
と

か
な
し
き
に
陽
三
留
守
に
な
り
家
の
事
共
な
に
く
れ
と
お

も
ひ
出
し
て
ハ
心
細
く
の
み
侍
り
と
て
な
き
給
ふ
嫁
の
身
の
常

な
ら
ぬ
さ
へ
心
に
か
か
り
て
夜
目
も
合
は
す
此
老
母
程
世
に
は
か

な
き
も
の
な
し
と
て
か
き
く
ど
き
け
る
を
き
き
鶴
嶺
の
心
ハ
い
か

な
り
け
ん
お
も
へ
は
鶴
嶺
の
病
の
程
も
か
か
る
事
よ
り
な
り
け
ん
か
し

人
々
入
替
り
入
替
り
い
さ
め
け
れ
と
も
今
ハ
母
君
も
さ
て
と
思
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林
Ｚ

移

々
惨

ん
ゃ

壱
ホ

セ
ヘ
盈
２
ゾ
み
ｙ

鍵

耗

増
躍
髪

簸

霧
拶

霧

緩

穣

〆

巧転
β士
ヶ

‐葛
立孝
ち

，

館
省
疵
揺
瘍
顎

碧ヽ

務

峰

ガ

置

、
～

ン

一巧

う

？

ム

■
滋

咤

～

思
晴
ゑ
と
フン
ガ
盈
管
ラ
ィ
タ
に
作
ぇ
？
苓
シ
滋
」

ひ
定
め
玉
ひ
け
り
嫁
ハ
元
よ
り
学
文
も
あ
る
人
な
れ
は
心
の
底
は
い
さ

知
ら
す
回
に
あ
ら
は
し
て
夫
の
洋
行
を
と
と
む
る
に
は
あ
ら
す

夫
の
修
業
と
あ
れ

一
家
の
製
難
は
身
に
つ
け
て
如
何
に
も
せ
ん

と
覚
悟
し
て
け
り
か
く
て
弥
々
十

一
月
出
立
に
此
方
に
て
か
れ
こ
れ

買
物
の
用
意
な
と
な
し
十

一
月
十
五
日
樽
決
を
そ
立
に
け
り

内
藤
ハ
国
許
に
心
か
か
り
多
け
れ
は
船
の
つ
き
つ
る
所
よ
り
は

安
着
し
て
け
る
有
様
を
家
許
へ
報
ら
せ
ホ
ン
コ
ン
、
シ
ン
ガ
ボ
ー

ル
、
コ
ロ
ン
ホ
と
度
々
な
り
其
内
欧
洲
全
上
を
通
り
独
逸
の
都

な
る
ヘ
ル
リ
ン
府
に
ぞ
着
き
た
り
け
る
初
め
は
ベ
ル
リ
ン
府
の
日
本

公
使
館
に
罷
り
在
り
て
独
逸
語
を
も
研
究
せ
り
夫
よ
り
彫

刻
教
師
オ
ッ
ト
、
レ
ッ
シ
ン
グ
と
い
へ
る
人
に
従
ひ
け
り

扱
内
藤
ハ
レ
ッ
シ
ン
グ
の
許
に
い
た
り
け
れ
ば
先
つ
是
迄
の
履
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離|

勢
捗
妨
緒
理
解蕩

Ｔ
】
ｎ
〓
を
考
７
方
に
す
メ
プ
ト

゛
呟
産
ｋ

瓜

Ｌ
り
ち
フ

輩
を
ぁ
ゃ
Ｙ
温

歩
Ｖ

歩

≫
税

た

嚇

乾

Ｔ

芝

霧

少

を

負

冷

、
め
会

，

を
じ
娑

班
√

姥

り

４

左
４

導

―

し

多

＞

珍

γ
，

一
・

一
“練

一

歴
等
も
細
か
に
た
つ
ね
て
兎
ま
れ
角
ま
れ
席
上
に
て
ハ
叶

は
つ
教
場
に
い
た
り
実
地
手
芸
の
程
を
試
む
へ
し
と
て

最
初
ア
カ
ン
ト
の
葉
を
授
け
け
れ
ば
二
日
斗
り
も
か
か
り
作
り

け
り
此
間
は
彼
の
国
の
生
徒
と
も
い
ひ
け
ん
此
度
日
本
よ
り

渡
れ
る
弟
子
い
か
な
る
も
の
を
か
作
る
巧
み
な
る
か
拙
な
る
か

国
の
隔
た
れ
ハ
見
苦
し
き
も
の
を
作
る
な
ら
ん
な
と
い
ひ
あ

へ
り
て
吾
も
わ
れ
も
と
よ
り
集
ひ
て
内
藤
か
背
後
に
立
ふ
さ

か
り
首
を
の
は
し
て
な
か
む
る
輩
ひ
き
も
き
ら
す
内
藤

ハ
元
来
此
ア
カ
ン
ト
の
名
人
に
て
是
等
の
オ
ル
ナ
メ
ン
ト
ハ
兼
て

日
本
に
て
も
名
高
き
人
な
れ
ハ
彼
の
国
の
弟
子
と
も
お
と

ろ
き
い
た
り
け
ん
皆
あ
や
し
く
思
ひ
て
は
又
種
々
の
事

を
い
ひ
て
見
に
こ
そ
ま
か
り
け
り
折
し
も
レ
ッ
シ
ン
グ
来
た
り
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霊
摂
朋
郷
基
膨
麟
斑
で

梅
”
纂
好
婦
幾
い冷
次
をＹ
ｙ
を

や
や
し
ば
ら
く
見
す
ま
し
て
少
し
此
の
手
本
は
汝
に
は
易
き
に

過
る
と
て
今
度
は
人
物
の
手
本
を
典
へ
け
る
内
藤
ハ
又

之
を
も
心
を
こ
め
て
作
り
け
る
に
又
前
の
如
く
に
彼
国
の
弟
子

と
も
数
多
よ
り
つ
と
ひ
て
彼
れ
是
れ
と
評
議
す
め
れ
と

一【
角
い
み
し
き
巧
か
な
と
心
の
う
ち
に
お
と
ろ
き
け
る
様

な
り
か
く
て
数
月
の
間
も
作
り
居
た
り
し
に
レ
ツ
シ
ン
グ
は

い
と
う
賞
し
て
倍
々
勉
強
し
て
彫
刻
に
心
を
込
む
へ
し

後
来
必
ず
大
家
と
な
る
へ
し
と
ほ
め
た
り
と
そ

扱
内
藤
ハ
我
校
友
の
中
に
て
も
学
に
志
あ
り
日
本
国
と
い
ふ
事

も
た
し
か
に
肝
に
銘
し
た
る
人
な
れ
は
何
か
に
つ
け
我
日
本

の
事
を
い
と
と
ふ
と
く
い
ひ
そ
や
す
志
そ
あ
り
か
た
き
或
日

教
師
は
内
藤
に
向
ひ
汝
か
国
人
ハ
汝
か
技
を
い
か
に
い
ふ
そ
と
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・十
一ォ■
■
常
帯

沢
麦
で
み
み
幹
ひ
ゑ
揚
ｆ
み
脅
珍
〃

エア
が
茄
な
と
コ
点
卜

０
多
ア
ｒ
り
巧
麓

閣

修
労
岳
勿
雀
〃
Ｌ務

と
い
け
れ
は
さ
ん
候
我
国
に
て
は
吾
如
き
も
の
ハ
糊
回
の
道

も
立
た
す
数
多
志
す
人
の
中
に
て
も
や
つ
か
れ
か
如
き
は

物
の
数
に
も
あ
ら
す
幸
ひ
此
度
は
渡
航
の
運
に
廻
り
合

ひ
此
大
都
に
来
り
出
精
の
手
蔓
に
か
か
り
し
事
極
め
て
の

幸
ひ
な
り
と
い
へ
は
日
本
に
汝
の
同
朋
に
巧
手
な
る
も
の
あ

り
や
と
い
ヘ
ハ
数
多
あ
り
と
い
ふ
に
そ
教
師
ハ
兼
て
よ
り
日

本
人
ハ
美
術
思
想
に
富
め
り
と
ハ
聞
き
つ
る
も
の
か
ら
た

の
も
し
き
事
哉
今
ハ
汝
の
心
首
り
の
同
朋
五
人
斗
り

汝
よ
り
此
方
へ
呼
寄
せ
て
は
た
も
る
ま
し
き
や
尤
も
路
資

は
此
方
よ
り
支
出
す
へ
し
い
さ
と
く
此
由
日
本
に
通
せ

よ
と
あ
れ
は
内
藤
ハ
日
本
に
向
け
圭
晶
望
左立
藤
田

文
蔵
寺
内
信

一
日
中
乙
五
郎
青
山
武

一
郎
松
山
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ん

夕

生
宏

留
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サ

之

佐
τ

る

と

曖
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７

と

免
互

塩

オイ
み
―
と

ン
７
盈
τ
め
ウ
ー
た
て
）

彎
発

絶

箆

野

糀

癖

躍

騨

緩

瑚

漁

諄

ち
１
爪
み
み
７
沈
竜

４
珍
考
静
逸
慟

注

々

象

盪

少ヽ

身

子

造
ぇ

ェ

資

父

断

整

彪

む
ゑ
Й
滲

菅

滋
τ

》
み

り

政
太
郎
な
ん
と
を
名
さ
し
に
て
各
篤
と
思
案
の
上
返
答

あ
り
た
し
と
い
い
そ
へ
て
お
こ
し
け
り

撫
此
方
に
は
東
京
な
る
藤
田
文
蔵
子
ハ
右
之
由
を
信

一
に

も
伝
聞
し
け
り
青
山
武

一
郎
子
ハ
奈
良
江
詣
で
て
の
序
手
な
り

と
て
常
滑
な
る
信

一
が
許
に
と
ひ
来
て
か
く
か
く
の
由
申
さ
れ

け
る
に
熟
々
思
ふ
に
内
藤
ハ
此
方
に
て
も
随
分
の
妙
手
な
り
け
る

も
の
な
が
ら
彼
の
国
へ
渡
り
て
の
ち
も
日
本
の
壮
年
者
の
美
術

思
想
に
富
た
る
事
に
や
恐
れ
け
ん
さ
れ
ハ
此
度
余
人
呼
寄

も
す
る
ら
ん
と
思
ヘ
ハ
今
此
名
指
の
面
々
に
て
浅
慮
に
も
彼

国
に
渡
ら
ハ
元
よ
り
少
々
の
財
産
も
な
く
妻
子
を
の
こ
し
て

此
方
の
事
も
ほ
た
し
と
は
な
る
へ
し
今
す
こ
し
熟
慮
あ
る
へ
し

腕
手
の
程
も
内
藤
に
引
続
き
て
名
誉
を
堕
さ
す
物
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）拷

ホ

賊
槌
毎
笏
彰
軽
勿
霜
後

秘
授

妨

舞

麓

塞

丼７
を
ょ
う
響
峰
子
ｔ
ツ
留
ノ
杉
歿

，Ｖ
独
９
ぅ
鹿
“

渾
盛
林
・・耀
▲
空
く
確
修
珍
乏
啄
π
Ｚ
考
ん
で
を
確
を
伝

す
る
程
の
心
算
ハ
最
初
よ
り
な
く
て
ハ
叶
わ
し
と
い
へ
る
一
応

御
尤
な
り
と
い
ひ
て
別
れ
け
り
尤
も
信

一
ハ
父
の
大
病
に

あ
ひ
た
る
折
節
な
れ
ば
渡
航
の
志
は
元
も
起
き
す

彼
国
に
て
は
其
頃
美
術
の
展
覧
会
あ
る
に
よ
り
て
レ
ッ
シ
ン

グ
氏
の
門
弟
数
多
あ
る
か
中
に
も
各
々
出
品
せ
ん
心
組
な
り

と
て
内
藤
ハ
一
人
の
門
弟
と
申
合
せ
相
互
に
其
肖
像
を

作
り
合
ひ
て
出
さ
ん
と
て
か
た
み
に
手
本
と
な
り
て
写

生
し
け
る
折
か
ら
彼
国
に
て
は
審
査
官
ハ
予
め
製
造

す
る
と
き
よ
り
数
度
来
り
て
製
造
の
模
様
を
も
細
か
に
見
届
け

手
帖
等
に
認
め
置
く
由
吾
国
の
審
査
官
の
如
く
粗
略
不
信

な
る
に
あ
ら
す
と
い
へ
り
其
像
落
成
の
上
出
品
な
し

内
藤
の
み
銅
の
賞
牌
を
得
た
り
と
そ
斯
は
内
藤

一
人
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密

夕
４
１
盈
？
ヅ
蒻
他

ド
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霧
ッ
，・，密
笏
拶
幹
文

多
秩
ｔ
駄
造
■
そ
な
ダ
ｒｔ

攀
錮
粉
船
舞
晦
・影
幡
鰺

フ
マ
孝
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残
そ
数
娑

堪

暫

駿

瞬
Ｈ
厖

鍬

必
耗

教

コ

鼻

滲

力

多

Ｆ
と

ぇ

の
栄
誉
の
み
か
は
日
本
の
栄
誉
と
そ
申
す
へ
き
此
程
ハ

内
藤
ハ
金
子
を
師
の
手
許
に
納
む
る
に
及
は
す
か
へ
り
て

師
よ
り
給
を
得
て
日
々
皇
大
子
の
宮
殿
御
造
営
工
事
に

随
従
せ
り
か
く
て
は
い
と
教
師
の
気
に
か
な
ひ
た
る
弟
子
と
は

な
り
ぬ
さ
れ
ハ
日
本
よ
り
内
藤
と
同
行
し
た
る
同
朋
ハ
帰
朝

し
た
る
後
も
内
藤
の
み
は
彼
の
国
に
と
と
ま
り
居
て
教
師
の

業
を
補
け
あ
り
し
も
内
藤
ハ
兼
て
少
し
く
肺
の
病
あ

り
し
に
や
所
詮
少
し
の
恙
に
な
や
み
居
た
る
も
回
に
出
さ
す

堪
忍
し
て
あ
り
し
か
と
此
度
ハ
弥
々
医
師
に
か
か
り
し
か
は

肺
結
核
と
な
ん
い
へ
る
重
き
病
な
れ
ハ
と
て
養
生
専

一
に
そ

申
し
け
る
さ
れ
と
内
藤
ハ
此
事
日
本
へ
報
せ
な
は
却
り
て

家
内
の
心
配
思
ひ
や
ら
る
れ
ハ
太
し
た
る
事
を
も
い
は
す

2フ



脇

晴

押
疑

渾
霧

範

鰺

煽

翔

能

姥

腎

夕
，

ど

を
と
力
盆
ミ

監

歩

騒

な
ん
あ
り
け
る
此
方
大
熊
氏
廣
か
伯
林
へ
渡
り
し
と
き
も

と
も
に
ド
レ
ス
デ
ン
ま
で
行
き
て
其
博
物
館
も
見
て
別
れ

た
り
と
そ
此
時
も
日
本
の
事
と
も
い
ひ
出
て
は
倶
に
帰
り

行
き
た
き
由
を
い
ひ
涙
く
み
て
そ
物
語
り
し
と
そ

総
し
て
肺
の
病
に
か
か
れ
ば
感
覚
常
よ
り
も
過
敏
に
な
る

も
の
と
か
や
内
藤
も
彼
国
に
て
日
本
の
人
に
遇
へ
は
頻
り

に
別
れ
難
ふ
惜
み
か
な
し
み
し
と
大
熊
氏
廣
氏
の
物

語
り
な
り

鶴
嶺
終
焉
　
明
治
廿
二
年
五
月
十
三
日
午
後
十
時
シ
ン
ガ
ボ
ー
ル

ト
香
港
間
航
行
中
二
病
卒
ス
享
年
三
十

明
治
廿
二
年
四
月
の
末
つ
か
た
な
り
け
ん
独
逸
伯
林
府
よ
り
内
藤

鶴
嶺
か
日
本
の
吾
嬬
の
も
と
に
お
こ
せ
た
る
消
息
に
は
肺
の
病

と
の
み
に
も
お
こ
た
ら
ず
医
師
も
切
に
地
を
替
へ
ざ
ら
ん
に
ハ
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箆

親
零
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鋒
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彪

箸
警
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霰
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診

ｋ
鶴
ア

ウ

乙

浄

イ
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）一み

ｔιと
そ

玄

甥
ゑ

も

海

夕

鰺

途
ちを
身
子
珍

】
を
弯

イ

ｔ

泌
体

務

´

っ
も

姦
鯵
密

撥

＞

】
之

諺
堵
を
夕
２
猷
縁
ぅ
？

さ
し
た
る
甲
斐
も
見
へ
ま
し
此
上
ハ
日
本
へ
か
へ
り
ま
せ
と
そ
い
ふ

其
師
レ
ッ
シ
ン
グ
も
斯
由
す
す
め
け
れ
は
此
度
ハ
弥
々
伯
林

を
出
立
し
て
帰
国
の
途
に
上
り
た
り
と
し
ら
せ
け
れ
は

病
気
の
重
き
事
こ
そ
ゆ
ゆ
じ
け
れ
兼
而
鶴
嶺
渡
航
の
折

に
心
地
常
な
ら
ず
お
は
せ
し
妻
君
の
生
み
し
子
は
男

子
に
て
銅

一
郎
と
な
ん
名
け
し
年
二
歳
に
は
な
り
玉
ふ

待
ち
に
ま
ち
た
る
妻
君
や
老
母
の
君
も
い
か
は
か
り
か
嬉
し

く
そ
覚
す
め
る
鶴
嶺
の
兼
而
教
へ
し
弟
子
の
輩
も
吾
師

の
比
度
の
帰
国
を
何
よ
り
も
嬉
し
く
思
ひ
指
を
り
つ
つ
も

ま
ち
も
う
け
た
り
独
逸
の
レ
ッ
シ
ン
グ
教
師
よ
リ
ハ
此
度
鶴

嶺
帰
国
に
及
ふ
さ
れ
ハ
此
人
天
資
美
妙
の
技
に
富
み
励

精
苦
学
必
ら
ず
大
家
と
な
ら
ん
政
府
は
此
人
を
重
く
用
ひ
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形
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了
避
て
締
野
海
監
％

らえ

銃

懇

輩

修
Υ

争
え

瀦
み

，逸

て
な
怠
り
そ
と
電
報
も
て
内
務
省
へ
い
ひ
お
こ
せ
た
り

五
月
初
旬
な
り
け
り
独
逸
の
船
横
浜
に
つ
く
へ
し
と

聞
こ
え
け
れ
ハ
藤
田
文
蔵
其
他
ハ
親
族
の
人
々
打
連
れ

六
七
人
も
横
浜
の
や
と
り
に
て
待
ち
ま
う
け
た
り
宿
の

人
今
朝
と
く
独
逸
の
船
こ
そ
入
り
た
れ
と
と
よ
め
い
そ
き

立
い
て
て
見
れ
は
現
に
一
人
の
独
逸
婦
人
の
来
れ
る
あ
り

宿
の
手
代
の
い
へ
る
や
う
内
藤
殿
の
奥
方
に
て
候
と
い
ふ
に
そ

一
同
は
驚
き
て
内
藤
に
ハ
此
方
に
妻
君
も
あ
り
剰
へ
子

ま
て
あ
り
つ
る
も
の
を
こ
は
思
ひ
よ
ら
さ
る
事
と
も
哉

さ
て
は
内
藤
ハ
独
逸
の
女
か
た
ら
い
て
か
へ
り
し
か
と
人

々
顔
打
な
か
め
て
驚
き
あ
へ
る
も
皆
々
独
逸
の
五
Ｖ
τ
も
弁

へ
ざ
れ
は
兎
角
事
の
仔
細
も
分
ら
す
只
内
藤
に
遇
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か
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レ
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ノ

み

ひ

秘

ち

い

沈
イ
ｆ
～
為

〓
手
れ
娑
砕
憾
Ｙ
亀

み

＞

ふ
を
此
上
の
喜
ひ
と
思
ひ
居
り
し
も
言
語
は
通
は
ず

折
か
ら
河
合
浩
蔵
君
も
鶴
嶺
出
迎
を
し
て
お
く
れ
て

ま
か
ら
れ
け
る
皆
々
ハ
右
之
由
伝
へ
け
る
に
そ
は
い
ふ
か
し
と

直
ち
に
右
の
洋
人
に
対
面
し
て
事
の
由
い
と
こ
ま
か
に

尋
ね
ら
れ
け
れ
は

（浩
蔵
君
は
嘗
て
独
逸
に
留
学
せ
ら
れ
し
故
其
語
に
精
し
く

あ
り
し
）
鶴
嶺
は

長
の
航
路
に
疲
れ
印
度
コ
ロ
ン
ボ
よ
リ
シ
ン
ガ
ボ
ー
ル

の
間
の
航
路
に
て
は
か
な
く
な
り
ぬ
と
云
ふ
を
聞
き
き
て

皆
々
胸
つ
ふ
れ
あ
き
れ
て
え
も
言
は
す
倍
て
此
迄
病

気
の
由
も
度
々
聞
え
け
れ
と
も
斯
く
ま
て
世
を
早
く

去
り
な
ん
事
は
思
ひ
も
よ
ら
す
せ
め
て
ハ
病
厚
く
と
も

此
国
に
帰
り
て
は
死
な
て
よ
と
人
々
皆
な
き
け
る
い
つ
迄

斯
く
言
ふ
と
も
詮
な
し
さ
れ
は
本
船
に
行
て
委
細
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騒

・
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Ｔ
多
●
ェ
老
班
係
′宏

せ
っ
ム
と
り
か
■え
ぬ
み
Ｋ

新
宣
癖
譜
猪
枢
牌
解

之
由
を
聞
か
は
や
と
右
の
婦
人
を
と
も
な
い
船
ヘ
ハ
行
き

ぬ
倍
此
婦
人
ハ
か
ね
て
鶴
嶺
と
同
行
し
て
早
く
帰
朝

な
し
た
る
友
達

（日
本
人
）
と
深
く
契
り
合
ひ
鶴
嶺
之
ら
か

媒
し
て
妻
あ
わ
せ
た
る
人
に
て
此
度
内
藤
の
看
病

秀
々
同
行
し
て
日
本
に
渡
り
し
入
な
り
と
な
ん

委
し
き
様
も
此
人
こ
そ
知
り
つ
れ
道
す
か
ら
か
た
ら
ひ

共
に
涙
に
く
れ
た
る
も
理
な
り
鶴
嶺
が
髪
の
髪

と
金
の
時
計
と
妻
石
井
氏
の
写
真
ハ
鶴
嶺
最
後
の

時
手
つ
か
ら
此
独
逸
婦
人
に
授
け
是
を
証
拠
に
東
京

に
上
り
玉
は
は
吾
家
に
報
せ
玉
へ
と
い
ひ
て
そ
ね
む
り

た
ま
ひ
き
と
て
取
り
出
す
槻
は
今
は
の
き
わ
も

吾
妻
の
う
つ
し
絵
を
見
て
此
世
の
別
れ
を
惜
み
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劣

符
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く

匙

ン
修
ｔ

在

竜

場
舷

に

徹

競

賜

物
紙

藉

し
か
と
思
ふ
親
族
は
猶
更
迎
に
出
し
人
々
も
思
は
す

落
涙
に
む
せ
ひ
つ
つ
あ
り
し
猶
も
船
長
に
遇
ひ
て
委
細

の
様
子
を
き
き
純
し
つ
る
に
鶴
嶺
死
骸
は
水
葬
に
な
し

其
遺
物
の
荷
物
は
香
港
の
日
本
領
事
に
托
し
た
り
と

云
ふ
に
そ
迎
の
人
々
は
あ
ま
り
の
事
に
夢
の
如
き
心
持
し

て
船
よ
り
か
へ
り
皆
々
元
の
や
と
り
に
寄
り
集
ひ
て
評
議

し
け
る
に
東
京
な
る
妻
君
石
井
氏
ハ
此
程
よ
り
病
篤

く
し
て
昨
今
ハ
如
何
と
思
は
る
る
に
そ
打
つ
け
に
此
由
聞

へ
な
は
絶
へ
入
玉
は
ん
す
る
程
そ
思
ひ
や
ら
れ
て
い
か

に
い
か
に
と
煩
ひ
け
る
所
詮
東
京
に
て
も
ま
ち
に
ま
ち
玉

ふ
ら
ん
所
へ
鶴
嶺
の
は
か
な
く
な
り
玉
ひ
し
を
告
け

な
は
中
々
思
ひ
も
よ
ら
ぬ
禍
も
出
来
ん
す
ら
ん
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等
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密

絨
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緒

羅

‡
率考？
婿
舜
播
範
塩

ぅ
淮
７
鳴■
尊
Ｚ
Ｉ
杉

ま
し
て
妻
君
の
病
の
厚
き
を
や
と
て
此
上
は
切
に
鶴

嶺
の
事
は
包
み
置
き
か
り
に
そ
ら
言
に
て
も
聞
え
な
ん

な
と
と
い
ひ
て
遂
に
皆
々
横
浜
を
そ
立
に
け
る

東
京
な
る
老
母
妻
君
は
折
笠
垣
厚
き
も
今
日
は

吾
夫
の
帰
り
ま
す
と
い
へ
は
少
し
く
は
心
持
よ
け
に

嫡
子
鋼

一
郎
に
も
衣
き
せ
な
と
褥
の
中
よ
り
差
図
し

い
と
ら
う
た
く
装
ひ
今
日
な
ん
父
君
か
へ
り
ま
す
そ
と

親
子
喜
ひ
て
嬉
し
泣
き
し
て
ま
ち
玉
ふ
も
の
か
ら

迎
の
人
々
車
に
打
ち
の
り
入
り
来
れ
る
に
老
母
ハ
喜
ひ
門

口
迄
そ
出
ま
し
て
妻
君
は
褥
の
中
な
か
ら
も
今
日
ハ
い
と
そ

よ
き
衣
打
ち
か
て
て
や
お
ら
起
き
上
り
玉
ひ
婢
に
嫡

子
抱
か
せ
て
迎
に
は
出
し
玉
ふ
老
母
ハ
並
ひ
か
へ
り
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彦
К

鵞

浄
～

ゑ
抜
箸
埃
屋

ゑ
祈
珍
η

カ
イ
参

た
る
偉
の
中
を
幾
度
見
す
か
す
も
鶴
嶺
の
な
き
を
あ
や
し

と
思
ひ
玉
ひ
佑
老
ぼ
れ
て
目
の
か
す
み
ぬ
か
但
し
陽
三

の
面
さ
し
の
か
わ
り
た
る
に
や
と
思
ひ
玉
ひ
て
か
偉
よ
り
お
り

つ
る
人
の
顔
見
や
り
け
れ
は
皆
々
も
挨
拶
な
し
た
る
に
老

母
は
陽
三
は
何
れ
に
候
そ
と
尋
ね
け
る
に
皆
々
答
へ
に
よ
と

み
で
あ
り
し
も
藤
田
文
蔵
氏
つ
と
出
て
て
さ
れ
は
に
て

候
陽
三
君
の
御
事
に
付
き
て
ハ
深
き
仔
細
の
侍
り
て

少
し
帰
国
の
程
も
お
く
れ
候
と
い
へ
は
老
母
は
こ
は

思
ひ
も
よ
ら
ぬ
事
に
て
候
い
か
な
る
仔
細
か
侍
り
け
ん

兎
も
角
も
こ
れ
へ
と
て
妻
君
の
居
間
迄
招
し
け
れ
ば

皆
々
入
り
た
り

此
人
々
ハ
藤
田
河
合
田
辺
其
他
妻
君
の
弟
に
て
お
は
す
人
等
な
り
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勿
鵜
班
磁
着

好

庇

呼

毘
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掴

珍
ぁ
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電

命
≫

▼

啄

ぎ
う
み
ｔ
宏
υ

う
祇
汀
声
ι
％
λ
る
―
通
う

皆
打
ふ
し
て
此
度
鶴
嶺
君
帰
国
の
処
途
中

に
て
病
篤
く
な
り
ま
さ
り
て
詮
な
く
香
港
の
港
に
上
陸

あ
り
此
処
に
て
暫
く
養
生
あ
り
て
全
快
の
上
帰
国

あ
る
へ
し
と
そ
述
ら
れ
け
る
に
隠
す
よ
り
露
れ
易

き
諺
の
濁
ら
す
述
る
語
の
端
何
と
な
く
涙
ぐ
み

た
る
一
座
の
人
々
も
打
し
を
れ
た
る
顔
色
は
如
何

に
も
深
き
仔
細
の
あ
る
べ
き
様
に
そ
見
ゆ
又
妻
君

も
此
事
聞
き
玉
ひ
て
如
何
に
重
き
病
に
て
か
煩
ひ
王
ふ

ら
む
と
枕
を
杖
に
起
き
上
り
玉
ひ
て
鋼

一
郎
を
抱

き
て
な
け
き
玉
ふ
を
見
て
は
人
我
の
隔
も
な
く
皆

つ
ら
ね
た
る
袖
も
露
け
く
哀
れ
な
る
夢
を
も
見

る
も
の
哉
と
思
ひ
つ
る
妻
君
老
母
も
人
々
の
歎
き
の
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く
り
盗
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た
て
嵐
雄

顔
色
常
な
ら
ぬ
を
つ
ら
つ
ら
な
か
め
是
に
は
今

一
き
わ
深

き
仔
細
や
あ
ら
ん
と
重
ね
が
さ
ね
の
尋
ね
も
な
き
そ
ら
事
を

か
き
あ
つ
め
此
場
の
時
宜
を
も
作
り
た
り
か
か
れ
は
鶴
嶺

の
遺
物
は
申
す
に
及
は
す
更
に
も
出
さ
す
迎
え
の
人
々
に
て

預
か
り
置
き
此
上
ハ
妻
君
の
病
気
お
こ
た
る
に
つ
け
実

事
も
あ
か
さ
ん
と
申
合
ひ
皆
々
別
れ
け
り

其
後
い
つ
迄
か
包
み
遂
ら
る
へ
き
と
て
藤
田
な
と
言
合

せ
鶴
嶺
死
亡
の
程
そ
告
た
り
け
る
に
基
巾
皆
々
の
顔
色

に
て
も
常
の
事
な
ら
め
や
と
は
思
へ
と
は
か
な
き
事
と
て

泣
き
玉
ふ
妻
君
は
せ
め
て
い
か
に
此
子
を
も
見
た
く
思

し
め
し
つ
ら
ん
と
乳
児
か
い
抱
き
て
泣
き
玉
ふ

兼
て
船
に
て
最
後
に
写
真
に
向
ひ
名
残
を
し
み
玉
ひ
し

比
斃

亨
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？

み
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擁
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淵疑

鶏

轡
紆
骸
鰺

瘍
雰

騨

舜

叛

経

轡

舞

餐

舞

範

舞

塁

翻

と
く
夕
Υ
と
■
彩
■
珍
ウ
抗
彰
と
を
ユ
紫
修
峰

各
盈

盪

み

熟

警

琴

宅

†
ち
と
号

輩
全

管

モ冷

を

Ｂ
糸

徐

ぞ

な

事
と
も
聞
き
玉
ひ
や
が
て
気
も
狂
ひ
な
ん
程
歎

き
け
る
長
の
船
路
に
親
し
き
人
も
枕
上
に
は
侍
ら
す

な
と
か
此
世
を
う
ら
め
し
う
ハ
お
ほ
し
つ
ら
ん
う
せ
玉
ひ

し
死
骸
た
に
海
の
底
に
は
ふ
り
玉
ひ
て
と
髪
の
髪
金

の
時
計
な
と
手
に
と
り
打
な
け
き
老
母
の
君
は
か
か
る

事
も
侍
ら
は
こ
そ
陽
三
渡
航
の
最
初
に
呉
々
も

留
め
侍
り
し
を
人
々
ハ
益
な
き
事
を
勧
め
玉
ひ
し
そ

如
何
に
異
国
ま
て
ま
か
り
功
名
十
柄
し
た
り
と
も
命
も

な
く
て
吾
国
の
上
に
だ
に
な
り
侍
ら
ぬ
そ
言
甲
斐
な
き

と
く
と
き
立
て
歎
き
玉
ふ
そ
あ
わ
れ
な
る
河
合
浩

蔵
藤
田
文
蔵
氏
ハ
鶴
嶺
の
う
せ
に
し
事
を
新

聞
紙
に
掲
け
て
弥
々
五
月
　
　
日
葬
儀
の
式
を
挙
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乞

勿
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滅
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０
７
ユ
ん
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γ
争
▼

ゞ

肇
‥

身

払
猛

ぅ

郎
徹
汎
勒
坪
狗
椰
ギ花

亨

く
来
り
集
る
も
の
数
百
人
棺
に
ハ
髪
髪
を
そ
入
れ
た
り

け
る
寺
は
駒
込
吉
祥
寺
に
て
式
場
に
て
藤
田
文
蔵

氏
は
内
藤
陽
三
の
伝
記
及
生
前
の
行
状
等
を
も
泣

々
述
へ
け
れ
は
式
に
つ
ら
な
る
人
々
に
も
鶴
嶺
を
惜

し
み
て
藤
田
子
の
友
義
に
感
じ
泣
か
ぬ
も
の
そ
な
か

り
し
と
そ

鶴
嶺
身
ま
か
り
し
後
に
て
其

写
絵
を
見
て
詠
め
る
　
　
　
　
　
　
信

一

「ほ
ほ
み
て
し
其
お
も
か
げ
ハ
中
々
に

な
け
き
の
種
と
な
る
そ
か
な
し
き
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歿

妖
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壌

る

こ笞
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奮

御

移

奪

（

地
ヾ
線

冷

イヽ
し
上
Ｚ
議
サ
今
，巧
と
ぇ
崇

滋
年
猛
帝
避
酵

ｋ
本

が
う
Ｉ
歌
夕
か
耕η盆
を
ヌ
っ
ヵ

鶴
嶺
逝
後

天
資
美
芸
に
か昌
み
学
識
度
量
人
に
過
き
言
寡

ふ
し
て
果
断
の
才
あ
る
も
天
之
に
似
す
に
寿
を
以
て

せ
す
天
道
は
是
か
非
欺
仰
て
天
を
恨
ま
ん
の
み
誰

か
国
家
の
為
斯
芸
の
為
此
人
を
惜
し
ま
さ
ら
む
や
長
征

の
辛
苦
霜
雪
の
電
勉
を
重
ね
未
た
故
国
の
恩
を

報
せ
す
鯨
波
怒
涛
の
間
を
翔
り
印
度
洋
中
の

炭
畑
と
袋
に
三
十
年
を

一
夢
と
し
て
此
世
に
蔭
を
留
め

さ
る
事
誰
か
此
世
の
情
の
難
き
を
感
せ
さ
ら
む
や
曽
て

鶴
嶺
の
為
に
配
慮
し
た
る
河
合
浩
蔵
氏
か
如
き
多
年

の
拮
据
も
水
泡
に
帰
し
た
る
事
こ
そ
口
惜
し
け
れ

扱
未
亡
人
石
井
氏
子
ハ
追
々
病
気
も
全
快
し
た
れ
と
も
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夕
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守
１
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キ
挑
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手
鍋

珠
４
ん

理
雅
Ｙ

雰

火
漁
篭

呼

急

を

／ラ

ム

い
と
痛
ふ
吾
夫
の
事
を
思
ひ
煩
ひ
玉
ひ
し
よ
り
少
し
く

神
経
の
病
に
か
か
り
た
り
此
ハ
親
元
へ
帰
縁
す
へ
き

に
き
ま
り
老
母
の
君
ハ
静
岡
の
親
戚
に
依
ら
し
め
鋼

一
郎
は
鶴
嶺
の
志
を
継
が
し
め
ん
も
幼
な
け
れ
は
成
長

ま
で
は
祖
父
夏
雲
氏
に
養
育
を
そ
ま
か
せ
け
り

さ
れ
は
銅

一
郎
養
育
の
料
と
て
有
志
者
よ
り
若

千
の
金
募
り
て
之
に
付
け
箱
館
な
る
夏
雲

氏
の
家
に
遣
し
け
る
如
何
に
宿
世
の
因
と
は
い
ヘ

か
か
る
憂
き
事
に
遇
ふ
子
や
あ
る
と
人
々
皆
涙
に

む
せ
ひ
つ
る
と
そ
藤
田
文
蔵
君
の
物
語
の
ま
ま

か
い
し
る
し
ぬ

（遺
子
銅

一
郎
氏
　
明
治
四
十
二
年
大
阪
医
学
校
に
在
留
す
）
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費
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弩
亀なク呟
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斃
銹
稗
簸

移

存

ラ

在

子

体

蓼

霧
粍
斜
節
幣
辮

鶴
嶺
曽
而
尾
張
知
多
郡
常
滑
に
あ
り
し
頌
蓋
向

食
を
慎
ま
さ
り
し
に
や
腸
か
答
児
に
罹
り
長
く
患
ひ

よ
ふ
よ
ふ
を
こ
た
ら
ん
と
す
る
頃
又
も
や
間
款
熱
に

罹
り
之
か
為
め
い
た
く
疫
衰
へ
た
る
か
其
後

東
都
に
上
り
て
よ
り
は
冗
然
と
し
て
定
ま
り
た
る

業
に
も
つ
か
す
そ
こ
は
か
と
ま
と
ひ
あ
り
き
漸
々
洋

行
の
好
機
に
会
す
る
や
元
来
冷
畑
な
る
吾
家
の

事
を
思
ふ
の
情
深
き
等
鶴
嶺
の
命
を
縮

め
た
る
因
な
る
へ
し
彼
の
国
に
ゆ
き
て
も
独
逸
の
寒

地
と
い
ひ
空
気
の
よ
か
ら
ぬ
と
い
ひ
鶴
嶺
が
病
を

誘
発
せ
し
め
し
は
し
な
ら
ん
か
曾
て
東
都
に
あ
る

と
き
河
合
氏
と
と
も
に
浅
草
温
泉
に
浴
し

42



オ
ん

稼

¢

り

そ

を

孝

盈
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た
る
と
き
河
合
氏
ハ
鶴
嶺
の
体
の
い
と
や
せ
た
る
を

見
て
戯
に
子
の
体
の
痩
せ
た
る
を
見
れ
は
如
何
に
も

伯
林
行
ハ
覚
束
な
く
見
ゆ
る
な
り
と
い
へ
は
鶴

嶺
笑
ひ
な
か
ら
斯
る
痩
男
こ
そ
中
々
無
病

に
て
侍
り
と
い
ひ
し
事
あ
り
と
占
ら
も
体
は
痩

せ
た
り
と
は
思
ひ
つ
ら
ん
も
強
て
か
く
い
ひ
し
よ

と
思
へ
は
其
洋
行
せ
ん
心
の
熱
心
な
る
程
を
思
ひ

や
る
へ
し
実
に
此
人
こ
そ
美
術
戦
場
に
て
討

死
し
て
太
平
無
事
の
世
に
遇
は
ぬ
人
と
は
い
ふ

な
れ

鶴
嶺
と
余
と
生
前
の
知
己
た
る
事
魚
水
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策
売
確
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み
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巧
ち
考

湧
Ｖ
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虚髯

　
ヂ

も
菅
な
ら
す
而
し
て
余
父
の
喪
に
あ
ひ
た
る
と

同
時
に
内
藤
の
失
に
し
事
を
聞
き
悼
惜
に

堪
ゆ
る
能
は
す
其
後
東
都
に
往
き
河
合
藤
田

の
諸
子
に
遇
ひ
内
藤
陽
三
の
事
を
き
き
折
も
あ
ら

ば
之
か
記
事
を
作
り
置
か
ん
と
思
ひ
て
果
さ
す

明
治
二
十
五
年
の
暑
中
偶
閑
暇
を
得
て
筐
底

を
探
れ
ば
鶴
嶺
の
消
息
山
の
如
く
或
ハ
読
み
或
ハ

泣
き
凄
然
と
し
て
情
に
堪
へ
ず
乃
ち
筆
を
と
り

一
日
に
し
て
此
記
を
な
す

寺
内
信

一
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